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お
互
い
を
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重
す
る
ま
ち
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つ
く
り
ま
す

満開の三隅大平桜
三隅大平桜（国指定天然記念物）

　三隅大平桜は、若芽は帯
たい

黄
おう

色
しょく

で彼岸桜、枝葉の形状

は山桜と両方の性格を併せ持った大変貴重な品種です。

　推定樹齢は約660年、樹高17ｍ、枝張東西24ｍ、南

北30ｍあり、国の天然記念物に指定されています。

　花は白色で、満開時にはその枝振りの雄大さから、あ

たかも雪の小山を見るような景観を呈しています。

　主な内容

人事異動をお知らせします。 …………………… P２～P３

平成19年度当初予算をお知らせします。 ……… P４～P５

子育て&健康ひろば ……………………………… P12～P15

市役所本庁舎川沿いの桜も満開です。



2広報はまだ：平成19年４月15日号

≪一般行政等部門≫
【部長級】

新しい役職名 氏　名 以前の役職名等

市民福祉部長 近　重　哲　夫 市民福祉部調整室長

建設部長 花　坂　義　夫 建設部建築住宅課長

金城支所長(兼 総務課長) 岡　本　利　道 金城支所産業課長

議会事務局長 湯屋口　初　實 産業経済部次長

水道部長 稲　葉　裕　男 総務部次長

【次長級】

新しい役職名 氏　名 以前の役職名等

総務部次長(兼 行政監理課長) 牛　尾　祐　治 人事課長

企画財政部次長(兼 企画課長) 長　尾　勝　彦 企画財政部次長

市民福祉部次長(兼 調整室長、子育て支援センター所長) 渡　部　恵　子 子育て支援課長

産業経済部次長(兼 調整室長、併 農業委員会事務局長) 河　内　治　夫 産業経済部調整室長

建設部次長(兼 調整室長、建設企画課長) 平　川　隆　夫 建設部調整室長（兼 建設企画課長）

教育部次長(兼 生涯学習課長) 山　﨑　　　浩 生涯学習課長

【課長級】

新しい役職名 氏　名 以前の役職名等

総務課長 中　田　宏　之 情報管理課長

人事課長 石　本　一　夫 商工観光課長

管財課長 植　田　和　広 建築住宅課建築係長

情報管理課長 光　野　良　二 企画課長

人権同和教育啓発センター所長(併 人権同和教育室長) 仲　田　敏　廣 三隅教育課長

地域政策課長 栗　栖　敏　彦 旭支所自治振興課自治振興係長

地域福祉課長 平　野　一　茂 総務課長

健康長寿課長 川　﨑　功　二 地域福祉課長

子育て支援課長 河　野　洋　子 健康長寿課健康推進係長

愛宕寮長 中　川　　　登 愛宕寮長(兼 子育て支援センター所長)

商工観光課長 中　村　俊　二 地域政策課長

建築住宅課長(兼 指導係長) 土　井　敏　實 管財課長

金城支所自治振興課長 山　田　義　雄 農林課農林振興係長

金城支所産業課長 和　田　茂　恒 金城支所産業課農林土木係長

金城支所建設課長(兼 管理係長、地籍係長) 岡　本　彰　治 金城支所建設課長(兼 地籍係長、下水道係長)

旭支所市民福祉課長 田　村　洋　二 旭支所市民福祉課福祉係長

旭支所産業課長 田　村　邦　麿 旭支所総務課情報防災係長(兼 人権同和教育啓発係長) 

弥栄支所市民福祉課長
(兼 杵束出張所長、市民係長、国保年金係長)

三　浦　義　和 農業委員会事務局長

三隅支所地域情報課長(兼 管理係長) 横　田　孝　之 三隅支所地域情報課長

議会事務局次長 長　野　昭　三 健康長寿課長

金城教育課長 大　下　俊　吾 人権同和教育啓発センター所長(併 人権同和教育室長)

弥栄教育課長(兼 生涯学習係長) 桑　原　信　幸 水道部工務課長

三隅教育課長 冨金原　　　完 水道部三隅支所水道課長(併 水道課長)

消防本部総務課長 稲　垣　滋　久 議会事務局次長

水道部工務課長 岡　本　英　二 水道部工務課計画係長

水道部三隅支所水道課長(併 水道課長) 曽　我　勝　幸 企画課企画係長(兼 男女共同参画係長)

【係長級】

新しい役職名 氏　名 以前の役職名等

総務課庶務広報係長 渡　邉　敏　明 人事課給与係長

総務課統計係長 渡　邉　久美子 税務課主任主事

人事課給与係長 古　森　義　明 生涯学習課スポーツ振興係長

行政監理課行政監理係長 佐々木　俊　幸 財政課主任主事

行政監理課法令文書係長 山　根　隆　志 総務課行政管理係長

企画課企画係長(兼 男女共同参画係長) 斗　光　秀　基 地域政策課交流推進係長

企画課専門企画員(浜田地区広域行政組合派遣) 坂　根　正　敏 税務課主任主事

地域政策課交流推進係長 濵　野　拓　夫 総務課主任主事

税務課庶務係長 川　合　香佳子 税務課主任主事

税務課資産税係長 久　佐　敦　史 税務課庶務係長

市民福祉部調整室専門企画員 惠美須　　　晃 監査委員事務局監査係長(併 公平委員会事務職員)

地域福祉課医療年金係長 塙　　　幸　子 健康長寿課専門企画員(浜田地区広域行政組合派遣)

地域医療対策課病院建設対策準備係長 山　本　多壽夫 市民福祉部調整室専門企画員

健康長寿課健康推進係長 長　見　淳　子 水道部管理課管理係長

健康長寿課専門技術員 小　池　睦　子 弥栄支所市民福祉課保健衛生係長

健康長寿課専門企画員(浜田地区広域行政組合派遣) 永　田　　　公 三隅支所市民課専門企画員

環境施設課施設係長 河　上　孝　博 税務課資産税係長

農林課普及支援係長 佐々本　芳資郎 弥栄支所産業課専門企画員

建設部調整室専門企画員 邉　　　勝　朗 企画課専門企画員(浜田地区広域行政組合派遣)

国県事業推進課地籍調査係長 原　田　俊　治 国県事業推進課専門企画員

建築住宅課建築係長 佐々木　　　巧 建築住宅課指導係長

建築住宅課住宅管理係長 道　免　信　三 建築住宅課主任主事

金城支所市民福祉課国保年金係長 中　根　正　人 総務課統計係長

金城支所産業課農林土木係長 加　藤　　　裕 徴収課主任主事

金城支所建設課下水道係長 岩　﨑　久　佳 会計課専門企画員

旭支所総務課情報防災係長(兼 人権同和教育啓発係長) 大　屋　　　肇 旭教育課教育総務係長

旭支所自治振興課自治振興係長 大　賀　安　彦 健康長寿課専門企画員(浜田地区広域行政組合派遣)

人
事
異
動
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
　

４
月
１
日
付
け
で
、
人
事
異
動
を
行
い
ま
し
た
。
係
長
級
以
上
の
異
動
と
新
規
採
用
者
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職
者
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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【係長級】

新しい役職名 氏　名 以前の役職名等

旭支所市民福祉課福祉係長 砂　田　悦　子 旭支所市民福祉課主任栄養士

今市保育所専門技術員 髙　橋　久美子 木田保育所長

旭支所産業課商工観光係長 森　脇　修　二 国県事業推進課地籍調査係長

弥栄支所市民福祉課保健衛生係長 上　原　文　香 弥栄支所総務課主任主事

三隅支所自治振興課財務係長 大　田　美智子 三隅支所地域情報課管理係長

三隅支所福祉課保健衛生係長 湯　浅　百合恵 子育て支援課主任保健師

三隅支所産業課農林土木係長 川　上　礼　子 三隅支所建設課施設係長

三隅支所建設課施設係長 永　井　伸　次 三隅支所建設課主任技師

原井幼稚園教頭 廣　瀬　美　子 美川幼稚園教頭

石見幼稚園教頭 坂　根　和　子 長浜幼稚園教頭

長浜幼稚園教頭 直　江　悦　子 長浜幼稚園主任教諭

美川幼稚園教頭 向　田　眞　弓 石見幼稚園主任教諭

生涯学習課スポーツ振興係長 竹　中　博　文 税務課主任主事

金城教育課教育総務係長 金　子　正　志 地域福祉課医療年金係長

旭教育課教育総務係長 難　波　泰　幸 税務課専門企画員

監査委員事務局監査係長(併 公平委員会事務職員) 岡　本　好　明 地域医療対策課病院建設対策準備係長

水道部管理課管理係長 桃　木　昌　徳 総務課庶務広報係長

水道部管理課業務係長 佐々木　元　美 水道部工務課漏水防止係長

水道部工務課計画係長 鎌　田　祐　二 農林課主任技師

浜田市不燃ごみ処理場業務係長 山　品　一　興 浜田浄苑業務係長(浜田地区広域行政組合から派遣)

浜田浄苑業務係長 志　波　和　俊 (浜田地区広域行政組合から派遣)

【退職(3月31日付け)】

氏　名 以前の役職名等

濵　﨑　洋　祐 消防長

【新規採用】

氏　名

総務課付消防士 檜　谷　　　誠

総務課付消防士 坂　野　健　太

【部長級】

新しい役職名 氏　名 以前の役職名等

消防長 本　多　　　勇 浜田消防署長

【次長級】

新しい役職名 氏　名 以前の役職名等

消防次長 釡　田　致　博 総務課長

【課長級】

新しい役職名 氏　名 以前の役職名等

通信指令課長 河　上　晴　夫 警防課救急救助係長

浜田消防署長 中　村　正　利 通信指令課長

【係長級】

新しい役職名 氏　名 以前の役職名等

総務課消防司令補 曾　根　一　泰 総務課消防主任

予防課消防司令補 橋　本　圭　史
浜田消防署桜ヶ丘出張所
消防主任

警防課救急救助係長 中　村　弘　志 浜田消防署三隅出張所長

通信指令課指令第一係長 大　驛　興　次 浜田消防署美又出張所長

通信指令課指令第一係消防司令補 伏　田　和　敏 通信指令課消防主任

通信指令課指令第二係長 山　﨑　浩　一 通信指令課通信指令係長

浜田消防署
　　　消防第二係消防司令補

伊　藤　邦　昭 総務課消防主任

浜田消防署
　　　消防第二係消防司令補

石　田　　　茂 予防課消防主任

浜田消防署桜ヶ丘出張所長 三　澤　康　博 浜田消防署消防司令補

浜田消防署美又出張所長 田　中　成　幸 浜田消防署桜ヶ丘出張所長

浜田消防署消美又出張所消防司令補 大　谷　隆　徳 浜田消防署弥栄出張所消防主任

浜田消防署三隅出張所長 森　下　修　二 浜田消防署第二係消防司令補

市長部局総務課専門企画員 宇　津　　　語 浜田消防署消防主任

浜田地区広域行政組合

【係長級】

〔事務局〕

新役職名 氏　　名 以前の職名等

総務課　総務係長 坂　根　正　敏（浜田市職員派遣）

介護保険課　庶務係長 永　田　　　公（浜田市職員派遣）

介護保険課　給付係長 笠　井　裕　司（江津市職員派遣）

介護保険課　審査係長 三　浦　文　子 介護保険課　主任主事

業務課　管理係長 河　上　孝　博（浜田市職員併任）

業務課　業務係長 山　﨑　択　野 浜田市へ派遣
（浜田市不燃ごみ処理場）

浜田市へ派遣（浜田浄苑） 志波　和俊 業務課　業務係長

《解除》（平成19年3月31日付け）

〔事務局〕

氏　　名 以前の職名等

（浜田市へ） 邉　　　勝　朗 総務課　総務係長

（浜田市へ） 大　賀　安　彦 介護保険課　庶務係長

（江津市へ） 河　平　　　徹 介護保険課　給付係長

（浜田市へ） 塙　　　幸　子 介護保険課　審査係長

≪消防行政部門≫

【新規採用】

新しい役職名 氏　名

税務課主事 岩　田　直　樹

税務課主事 浅　田　拓　郎

地域福祉課主事 平　野　裕　人

総合窓口課主事 佐々木　菜美子

子育て支援課保健師 川　神　典　子

環境課主事 川　上　昌　宏

農林課技師 尾　門　忠　弘

旭支所市民福祉課保健師 芳　川　未　央

【そのほか】　 地方自治法の一部が改正され、平成19年４月１日から
　　　　　　　「助役」の名称が「副市長」に変更されます。

【退職（3月31日付け）】

氏　名 以前の役職名等

福　原　稔　之 市民福祉部長

廣　瀬　虎　雄 建設部長

岡　本　正　博 金城支所長

天　野　　　孝 議会事務局長

松　浦　三　男 水道部長

内　藤　大　拙 教育部次長

三　木　一　弘 金城支所自治振興課長

馬　場　真由美 旭支所市民福祉課長

大　屋　一　富 旭支所産業課長

徳　田　マスヱ 弥栄支所市民福祉課長

岩　﨑　　　敏 金城教育課長

岩　田　恒　三 弥栄教育課長

佐々木　憲　児 建設部調整室専門企画員

森　下　　　明 金城支所市民福祉課国保年金係長

岡　　　恵　子 和田保育所長

久保田　文　惠 三隅支所自治振興課財務係長

樋　口　登志子 三隅支所福祉課課長補佐(兼 保健衛生係長)

潮　　　裕　己 三隅支所産業課課長補佐(兼 農林土木係長)

梅　田　美智子 原井幼稚園教頭

引　田　典　子 石見幼稚園教頭

氏　名 以前の役職名等

井　川　絹　子 金城教育課教育総務係長

三　浦　絹　枝 総合窓口課主任主事

舩　田　裕　子 農林課主任主事

土　田　京　子 原井幼稚園主任教諭

大　西　幹　子 税務課主事

新　　　英　美 金城支所産業課主事
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平
成
19
年
度

 
当
初
予
算
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

平
成
19
年
３
月
定
例
会
に
お
い
て
、
平
成
19
年
度
当
初

予
算
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
一
般
会
計
は
、

３
２
７
億
５
千
万
円
、
前
年
度
と
比
較
し
て
30
億
４
千
万

円
の
減
（
△
８
・
５
％
）
の
緊
縮
型
予
算
と
な
り
ま
し
た
。

■一般会計　総　額　327 億 5千万円

■特別会計（12会計）　　
■公営企業会計（2会計）

一般会計の主な事業（　）は事業費　

事務事業量調査事業 （8,925千円）　　

人事評価制度構築事業 （3,518千円）　　

安全安心まちづくり事業 （2,291千円）　　

ＣＡＴＶ整備事業 (877,380千円）　　

移動通信用鉄塔整備事業 （30,263千円）　　

弥栄自治区地域自治機能活性化支援事業 （18,990千円）　　

ひゃこるネットみすみデジタル化事業 (48,000千円）　　

私立保育所施設整備補助事業 (95,000千円）　　

ごみ収集業務運営費 (162,321千円)　　

浜田漁港活用推進事業 （7,376千円）　　

産業振興パワーアップ事業 （5,102千円）　　

橋梁長寿命化修繕計画策定事業 （3,000千円)　　

浜田三隅道路建設附帯事業 （73,314千円）　　

浜田駅北地区整備事業 （600,000千円）　　

防災まちづくり事業 （37,948千円)　　

校務用ネットワーク構築事業 （9,852千円)　　

問題行動・いじめ等指導相談事業 （4,526千円）　　

移動図書館車配本事業 （10,864千円)など

※　各事業の内容、財政指標、基金残高は浜田市のホームページに

掲載しています。

会　　計　　名 予　　算　　額

国 民 健 康 保 険
事業勘定 7,185,317

直 診勘定 272,512

駐 車 場 事 業 51,341

住 宅 新 築 資 金 等 貸 付 事 業 2,352

公 設 水 産 物 仲 買 売 場 18,103

老 人 保 健 医 療 事 業 8,174,623

公 共 用 地 先 行 取 得 事 業 26,260

国 民 宿 舎 事 業 83,247

公 共 下 水 道 事 業 741,822

農 業 集 落 排 水 事 業 1,542,847

漁 業 集 落 排 水 事 業 67,809

生 活 排 水 処 理 事 業 97,431

簡 易 水 道 事 業 1,864,116

■特別会計

会　　計　　名 収　　入 支　　出

水 道 事 業
収益的収支 1,023,762 988,612

資本的収支 1,096,281 1,500,518

工業用水道事業
収益的収支 100,754 99,040

資本的収支 8,893 8,893

■公営企業会計

歳出
【目的別】 歳出

【性質別】

義
務

的

経

費

その
他

の

経

費

歳入

自
主
財

源

依

存

財

源

市税
　8,114,516千円（24.8％）

分担金およびび負担金
　494,619千円（1.5％）

使用及び手数料
　535,507千円（1.6％）

繰入金
　1,120,178千円（3.4％）

諸収入
　959,939千円（2.9％）

その他
　485,308千円（1.5％）地方譲与税等

　1,466,042千円（4.5％）

地方交付税等
　10,450,000千円（31.9％）

国庫支出金
　2,684,020千円（8.2％）

県支出金
　1,938,571千円（5.9％）

市債
　4,501,300千円（13.7％）

その他
　535,087千円（1.6％）

総務費
　4,197,448千円（12.8％）

民生費
　7,285,494千円（22.2％）

衛生費
　3,733,440千円（11.4％）

農林水産業費
　2,088,809千円（6.4％）

商工費
　1,012,556千円（3.1％）

土木費
　4,100,951千円（12.5％）

消防費
1,094,507千円
（3.3％）

教育費
2,601,551千円
（7.9％）

公債費
　6,100,157千円（18.6％）

繰出金
3,221,235千円（9.8％）

人件費
6,287,834千円（19.2％）

扶助費
4,550,637千円
（13.9％）

公債費
6,057,743千円（18.5％）

普通建設事業費
5,462,979千円（16.7％）

物件費
3,682,186千円
（11.2％）

維持補修費
378,628千円（1.2％）

補助費等
2,371,293千円（7.2％）

積立金
208,296千円（0.6％）

投資及び出資金
202,700千円（0.6％）

貸付金
326,469千円（1.0％）

（単位：千円）

（単位：千円）

（64.2％）

（35.8％）

（31.7％）

（51.6％）
投資的
　　経費

（16.7％）

※　構成比（％）は、端数を四捨五入しているので、合計が一致しない場合があります。
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　皆さんに浜田市の財政状況をより分かりやすく身近に感じてもらうため、平成19年度当初予算額（一
般会計）を「市民一人当りの歳出状況」として積算し、「家庭の家計簿（１/10,000）」にたとえてみました。

総務費
庁舎管理、財産管理、徴税、
選挙などに使います。

67,165円

Ｈ19.3.1の人口、世帯数

　人　口　　62,495人

　世帯数　　26,160世帯

市民一人当たり歳出の状況（一般会計）

民生費
お年寄りや障害のある人、生活保護、子育てを支
えるためなどに使います。

116,577円

衛生費
ごみ処理や火葬場の維持、病気の予防、
環境を守るためなどに使います。

59,740円

農林水産業費
農業や林業、漁業の振興の
ためなどに使います。

33,424円

土木費 道路や河川、公園、住宅の
整備などに使います。

65,620円

商工費
商業や工業、観光の
振興、企業誘致など
に使います。

16,202円

消防費
消火活動、救急救命
などに使います。

17,514円

教育費
小中学校、幼稚園、公民館の運営、文
化財保護、生涯学習などに使います。

41,628円
公債費

借金の返済のため
に使います。

97,610円

その他
議会の運営、勤労青少年ホーム
の運営などに使います。

8,562円

※　一人当たりの金額は、それぞれに四捨五入しているため、

　合計額が一致しない場合があります。

（議会費　労働費　
諸支出金　予備費）

地方債（借入金）残高
市民一人当たり 　 816,775円
１世帯当たり　  1,951,237円

財政事情を家庭の家計簿にたとえると…

※　家庭の年間収入を327万5千円と想定しています。

※　構成比は、端数を四捨五入しているので、合計が一致

しない場合があります。

支出（　）は市の性質別区分
平成19年度
当初予算

構成比
（％）

食費（人件費） 62万9千円 19.2

光熱水費、日用雑貨（物件費） 36万8千円 11.2

医療費（扶助費） 45万5千円 13.9

ローンの返済（公債費） 60万6千円 18.5

子供への仕送り（繰出金） 32万2千円 9.8

家の増築費（普通建設事業費） 54万6千円 16.7

町内会費、サークル会費（補助費等） 23万7千円 7.2

定期貯金（積立金） 2万1千円 0.6

アパートの修理、知人へ貸したお金
（維持修繕費、貸付金等）

9万1千円 2.8

合　　　計 327万5千円 100.0

収入（　）は市の収入科目
平成19年度
当初予算

構成比
（％）

自
主
財
源

給料（市税） 81万1千円 24.8

アパートの家賃収入の副収入
（使用料及び手数料など）

24万8千円 7.6

預金の取り崩し（繰入金） 11万2千円 3.4

依
存
財
源

親からの援助
（地方交付税、地方譲与税等）

119万2千円 36.4

兄弟からの援助（国県支出金） 46万2千円 14.1

家を増築するため銀行から借りた
お金（地方債）

45万円 13.7

合　　　　　計 327万5千円 100.0

一人当たり
　総額524,042円
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①
大
学
を
核
と
し
た
ま
ち
づ
く
り

推
進
事
業
補
助
金

　

市
内
に
所
在
す
る
団
体
が
、
次

の
事
業
を
行
う
際
に
利
用
で
き
ま

す
。

１　

県
立
大
学
の
教
員
ま
た
は
学

生
と
共
同
で
行
う
交
流
事
業

２　

県
立
大
学
の
教
員
ま
た
は
学

生
と
共
同
で
行
う
文
化
事
業

３　

県
立
大
学
が
交
流
す
る
大
学

ま
た
は
そ
の
所
在
す
る
地
域
と

の
交
流
に
係
る
事
業

４　

そ
の
ほ
か
市
長
が
県
立
大
学

を
核
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

す
る
た
め
適
当
と
認
め
る
事
業

補
助
金
額

　

事
業
に
要
し
た
費
用（
飲
食
に

要
し
た
費
用
を
除
く
）の
３
／
４

以
内
の
額
（
補
助
金
額
に

１
、
０
０
０
円
未
満
の
端
数
が

生
じ
た
場
合
は
、
こ
れ
を
切
り

捨
て
た
額
）。

　

た
だ
し
、
１
事
業
あ
た
り

５
万
円
を
限
度
と
し
ま
す
。
な

お
、
申
請
状
況
な
ど
に
よ
っ
て

は
、
交
付
決
定
額
が
減
額
さ
れ

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

②
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
誘
致
促
進
補

助
金

　

市
内
の
施
設
を
会
場
と
し
て
開

催
さ
れ
る
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
（
各

種
会
議
、
学
会
、
研
究
大
会
な
ど
）

の
主
催
者
で
、
次
の
要
件
を
満
た

す
事
業
を
行
う
際
に
利
用
で
き
ま

す
。

１　

市
内
の
施
設
を
会
場
と
し
て

開
催
さ
れ
る
も
の

２　

開
催
規
模
が
、
県
大
会
規
模

ま
た
は
同
等
程
度
以
上
の
も
の

３　

市
内
の
宿
泊
施
設
に
宿
泊
す

る
延
べ
人
数
が
25
人
以
上
で
あ

る
こ
と

４　

産
業
、
学
術
、
文
化
ま
た
は

芸
術
の
振
興
に
寄
与
す
る
も
の

５　

営
利
を
目
的
に
す
る
も
の
で

な
い
こ
と

６　

政
治
目
的
ま
た
は
宗
教
的
活

動
の
た
め
の
も
の
で
な
い
こ
と

７　

集
団
的
に
ま
た
は
常
習
的
に

暴
力
的
不
法
行
為
を
行
う
お
そ

れ
の
あ
る
組
織
の
利
益
に
な
る

も
の
で
な
い
こ
と

８　

主
催
者
が
国
、
地
方
公
共
団

体
で
な
い
こ
と

９　

市
か
ら
ほ
か
の
補
助
金
な
ど

の
助
成
を
受
け
て
い
な
い
こ
と

10　

そ
の
ほ
か
市
長
が
不
適
当
と

認
め
る
も
の
で
な
い
こ
と

　

　

な
お
、
申
請
状
況
に
よ
っ
て

は
、
交
付
決
定
額
が
減
額
と
な
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。

※　

①
②
に
つ
い
て
の
補
助
金
の

申
し
込
み
は
、
随
時
受
け
付
け

ま
す
が
、
補
助
金
の
総
額
は
予

算
の
範
囲
内
と
な
っ
て
い
ま
す

の
で
、
早
め
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

地
域
政
策
課
地
域
振
興
係

①
（
☎
本
庁
内
線
２
５
７
）

②
（
☎
本
庁
内
線
２
５
６
）

　

安
心
し
て
井
戸
水
を
飲
む
た
め

に
井
戸
の
適
正
な
管
理
に
心
が

け
、水
質
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

①
施
設
は
清
潔
に

　

井
戸
な
ど
の
水
源
や
そ
の
周
辺

を
定
期
的
に
点
検
・
清
掃
し
、
常

に
清
潔
に
保
つ
よ
う
心
が
け
、
汚

水
や
動
物
の
排
泄
物
が
入
ら
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
異
常
を
認

め
た
場
合
は
、
す
ぐ
に
環
境
課
か

㈶
県
環
境
保
健
公
社
に
相
談
す
る

な
ど
し
て
、
水
道
法
で
定
め
ら
れ

た
項
目
の
う
ち
必
要
な
も
の
に
つ

い
て
水
質
検
査
を
し
ま
し
ょ
う
。

②
水
質
検
査
で
安
全
確
認
を

毎
日
の
検
査

色
・
濁
り
・
臭
い
・
味
に
つ
い

て
異
常
が
な
い
か
確
認
し
ま

し
ょ
う
。

１
年
以
内
ご
と
に
１
回
の
検
査

　

水
道
法
で
定
め
ら
れ
た
項
目
に

準
じ
て
定
期
的
に
検
査
を
し
ま

し
ょ
う
。

③
汚
染
や
事
故
が
起
こ
っ
た
と
き
は

○

飲
用
し
て
い
る
水
が
、
人
の
健

康
を
害
す
る
恐
れ
が
あ
る
こ
と

を
知
っ
た
場
合
は
、
直
ち
に
使

用
を
や
め
て
、
水
を
飲
ま
な
い

よ
う
利
用
者
な
ど
に
知
ら
せ
て

く
だ
さ
い
。

○

左
記
問
い
合
わ
せ
先
へ
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。

○

原
因
を
調
査
し
、
原
因
を
取
り

除
い
た
後
は
、
水
質
検
査
を
実

施
し
て
安
全
を
確
認
し
て
か
ら

使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

㈶
県
環
境
保
健
公
社

　

（
☎

７
４
４
２
）

　

環
境
課
環
境
保
全
係

　

（
☎
本
庁
内
線
２
２
３
）

元浜田家政高等専修学校
校舎を開放します。

水質調査

井
戸
水
を
飲
用
さ
れ

て
い
る
皆
さ
ん
へ

補助金額

市内宿泊施設の
宿泊者数（人）
（延べ人数）

補助金額

（円）

　25～  49 50,000

　50～  99 100,000

 100～ 149 200,000

 150～   300,000

し　　ま　　す。

　浜田家政高等専修学校は、３

月31日㈯をもって閉校し、現

在、運営法人の清算中ですが、

このたび、閉校した学校の校舎

を市民の皆さんに開放し、卒業

生の皆さんをはじめ、学校に思

い出のある人たちに、学校で不

要となった備品などを持って帰

ることができる機会を設けるこ

とにしましたので、ぜひ、お出

かけください。

日時　４月27日㈮

　午前９時～正午

問い合わせ先　

　元浜田家政高等専修学校

　（☎ １０４１）



広報はまだ：平成19年４月15日号7

公
益
信
託
し
ま
ね
文
化
フ
ァ
ン
ド

　

平
成
19
年
度
後
期
分
助
成
事
業

　

平
成
19
年
度
後
期
分
助
成
事
業

の
募
集
を
行
い
ま
す
。

対
象
事
業　

８
月
〜
平
成
20
年
３

月
に
実
施
・
完
了
す
る
事
業

で
、
地
域
文
化
の
振
興･

芸
術

文
化
の
振
興
・
国
際
文
化
の
交

流
に
貢
献
す
る
と
認
め
ら
れ
る

民
間
団
体
に
よ
る
自
主
的
か
つ

創
造
的
事
業

提
出
期
間　

５
月
１
日
㈫
〜
31
日

㈭
（
必
着
、
当
日
消
印
有
効
）

申
込
方
法　

助
成
申
請
書
（
文
化

振
興
課
お
よ
び
各
支
所
教
育
課

に
あ
り
ま
す
。）
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
公
益
信
託
し
ま

ね
文
化
フ
ァ
ン
ド
事
務
局
に
郵

送
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

県
環
境
生
活
部
文
化
国
際
課
文

化
振
興
室
内
公
益
信
託
し
ま
ね

文
化
フ
ァ
ン
ド
事
務
局
【
〒
６

９
７

-

８
５
０
１　

松
江
市
殿

町
１
番
地
（
☎
０
８
５
２

５

５
０
０)

】

防
犯
灯
の
設
置
に
助
成
し
ま
す
。

　

市
で
は
、
地
域
の
個
性
を
活
か

し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め

に
、
自
治
会
・
町
内
会
な
ど
で
行

う
様
々
な
活
動
に
対
し
て
助
成
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
う
え
で
、
自
治

会
・
町
内
会
な
ど
で
防
犯
灯
を
設

置
さ
れ
る
場
合
、
そ
の
経
費
（
本

体
・
支
柱
・
取
付
費
用
な
ど
）
に

つ
い
て
助
成（
上
限
あ
り
）を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

地
域
政
策
課
地
域
振
興
係

（
☎
本
庁
内
線
２
５
６
）

　

金
城
支
所
自
治
振
興
課

（
☎

1
２
３
０
）

　

旭
支
所
自
治
振
興
課

（
☎

１
４
３
３
）

　

弥
栄
支
所
総
務
課

（
☎

２
１
１
１
）

　

三
隅
支
所
自
治
振
興
課

（
☎

２
８
０
８
）

石
州
瓦
を
使
っ
た
住
宅
新
築
に

助
成
し
ま
す
。

　

市
で
は
石
州
瓦
を
使
用
し
て
住

宅
を
新
築
す
る
人
に
助
成
し
ま
す
。

対
象
お
よ
び
要
件

　

次
の
要
件
を
満
た
す
住
宅
を
新

築
す
る
人

○
屋
根
材
と
し
て
石
州
瓦
を
使
用

し
、
平
成
19
年
４
月
１
日
以
後

に
屋
根
の
工
事
に
着
手
す
る

　

※
　

専
用
住
宅
で
あ
る
こ
と
。

○
屋
根
面
積
が
80
㎡
以
上
で
あ
る

こ
と

※
　

専
ら
自
己
の
居
住
の
用
に
供
す

る
家
屋
（
併
用
住
宅
で
延
べ
面

積
の
１
／
２
以
上
を
居
住
の
用

に
供
し
て
い
る
も
の
を
含
む
。

た
だ
し
、
別
荘
な
ど
一
時
的
に

使
用
す
る
も
の
お
よ
び
賃
貸
、

販
売
な
ど
営
利
を
目
的
と
す
る

も
の
は
除
く
。）

助
成
額

　

屋
根
面
積
１
㎡
当
た
り
５
０
０

円
（
８
万
円
を
限
度
）

申
請
方
法　

申
請
用
紙
（
産
業
企

画
課
お
よ
び
各
支
所
産
業
課
に

あ
り
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
。）
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
屋
根
工
事
の
着
手
ま
で
に

産
業
企
画
課
お
よ
び
各
支
所
産

業
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

　

産
業
企
画
課
（
☎
本
庁
内
線
４

　

１
５
、４
１
６
）

飼い方

犬
や
ね
こ
は
正
し
く

飼
い
ま
し
ょ
う
。

　

犬
や
ね
こ
の
飼
い
方
を
め
ぐ
る

ト
ラ
ブ
ル
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

飼
い
主
は
他
人
に
迷
惑
を
か
け
な

い
よ
う
十
分
な
心
配
り
と
し
つ
け

を
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
飼
い
主
は
責
任
を
持
っ

て
終
生
飼
養
す
る
よ
う
に
努
め
る

義
務
が
あ
り
ま
す
。
や
む
を
得
ず

犬
・
ね
こ
を
飼
う
こ
と
が
で
き
な

く
な
っ
た
場
合
に
は
、
適
正
に
飼

え
る
人
を
見
つ
け
、
譲
渡
す
る
よ

う
努
め
て
く
だ
さ
い
。
そ
れ
で
も

な
お
、
新
し
い
飼
い
主
を
見
つ
け

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
き
は
、

浜
田
保
健
所
へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

捨
て
犬
、
捨
て
ね
こ
は
絶
対
に

し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

引
取
り
に
つ
い
て

対
象
動
物　

飼
い
犬
・
飼
い
ね
こ

場
所　

浜
田
保
健
所【
要
予
約（
電

話
可
）。
予
約
受
付
後
、
申
込

者
に
対
し
保
健
所
か
ら
日
時
に

つ
い
て
連
絡
し
ま
す
。】

日
時　

毎
週
月
曜
日　

　

午
前
９
時
〜
正
午
（
祝
日
を
除

く
、
年
末
年
始
な
ど
変
更
有
り
）

手
数
料
（
１
頭
（
匹)

あ
た
り
）　

　

生
後
91
日
以
上
の
場
合

　
　
　
　
　
　

２
、
０
０
０
円

　

生
後
90
日
以
下
の
場
合

　
　
　
　
　
　
　
　

４
０
０
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

　

浜
田
保
健
所
衛
生
指
導
グ
ル
ー
プ

（
☎

５
５
５
８
）

　

市
指
定
ご
み
袋
販
売
店
の
廃

止
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
と

な
り
ま
す
。

　

Ａ
コ
ー
プ

　

（
岡
見
店
、駅
前
店
、三
保
店
）

市税などの納付は
口座振替をお勧めします。

　市税など、納付を口座振替にすると納期の

たびに現金を持って出かける手間も省け、た

いへん「便利」で「安心」かつ「確実」です。

振替日はそれぞれの納期月の28日です。申し

込みの翌月の納期から振替が始まります。

　平成19年度当初

から振替を希望す

る場合、

固定資産税・軽自

動車税　

　４月20日㈮まで

市県民税・国民健

康保険料　

　５月18日㈮まで

にお申し込みくだ

さい。

問い合わせ先　徴収課徴収係（☎本庁内線210）

申込手続き

○預貯金口座のある市

内の金融機関や郵便

局で受け付けます。

○預貯金通帳とそれに

使用している印鑑を

持参してください。

○申込書は金融機関や

郵便局の窓口にも備

えてあります。

助　　成

環
境
課
か
ら
の

お
知
ら
せ
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提出・問い合わせ先
浜田自治区　水道部工務課工務係（☎本庁内線２６６）
金城・旭・弥栄・三隅自治区
　金城支所建設課（☎42１２３６）、旭支所建設課　（☎45１４３７）
　弥栄支所建設課（☎48２１１３）、三隅支所水道課（☎32２８８１） 　

水
道
に
関
す
る
お
知
ら
せ

　

平
成
13
年
７
月
４
日
付
け
で
水

道
法
が
改
正
さ
れ
、
貯
水
槽
水
道

（
受
水
槽
）
に
関
し
て
水
道
事
業

者
お
よ
び
貯
水
槽
水
道
の
設
置
者

の
責
任
を
、
明
確
に
定
め
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
必

ず
年
に
１
回
、
一
般
住
宅
を
含
む

建
築
物
に
設
置
し
て
あ
る
貯
水
槽

水
道
（
受
水
槽
）
の
点
検
・
清
掃

を
行
な
い
、
そ
の
結
果
を
検
査
報

告
書
【
報
告
書
は
水
道
部
ま
た
は

各
支
所
建
設
課
（
三
隅
支
所
は
水

道
課
）に
あ
り
ま
す
。】に
記
入
し
、

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

安
全
で
安
心
な
水
の
確
保
の
た

め
、
年
一
回
の
点
検
・
清
掃
を
必

ず
実
施
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

　

水
道
水
に
水
道
管
（
給
水
管
）

の
鉛
が
溶
け
出
し
て
い
る
と
い
う

新
聞
報
道
が
あ
り
ま
し
た
が
、
水

道
水
は
通
常
で
は
水
質
基
準
を
満

た
し
て
い
る
の
で
心
配
あ
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
鉛
製
の
水
道
管

（
給
水
管
）
を
使
用
し
て
い
る
家

庭
で
は
、
長
時
間
滞
留
し
て
い
る

貯
水
槽
水
道（
受
水
槽
）を

設
置
し
て
い
る
皆
さ
ん
へ

朝
一
番
の
水
道
水
は
飲
み
水
以

外
に
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

と
、
わ
ず
か
で
は
あ
り
ま
す
が
、

鉛
が
溶
け
出
し
、
一
時
的
に
水
質

基
準
を
超
え
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
朝
一
番
の
水
を
使
う
と
き
や

旅
行
な
ど
で
長
期
間
水
道
を
使
わ

な
か
っ
た
と
き
は
、
念
の
た
め
最

初
の
バ
ケ
ツ
一
杯
程
度
の
水
は
、

飲
用
以
外
に
使
用
す
る
こ
と
を
お

す
す
め
し
ま
す
。
な
お
、
市
で
は

昭
和
57
年
以
降
は
鉛
管
を
使
用
し

て
い
ま
せ
ん
。
昭
和
57
年
以
前
に

建
て
ら
れ
、
そ
の
後
家
屋
の
改
築

な
ど
な
く
、
古
い
水
道
管
（
給
水

管
）
が
現
在
ま
で
使
わ
れ
て
い
る

場
合
は
、
鉛
管
を
使
用
し
て
い
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

鉛
管
が
使
用
さ
れ
て
い
る
家
庭

で
、
こ
れ
か
ら
家
屋
の
増
・
改
築

な
ど
を
予
定
し
て
い
る
場
合
は
、

ぜ
ひ
、
ビ
ニ
ー
ル
管
へ
布
設
替
え

を
す
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま

す
。（
本
管
か
ら
の
給
水
管
も
同

様
に
布
設
替
え
を
お
す
す
め
し
ま

す
）

　

な
お
、
布
設
替
え
の
費
用
は
自

己
負
担
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

事
前
に
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業

者
（
下
表
）
に
よ
く
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。
不
明
な
点
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

地区 業　　者　　名 住　所 電　　話 上水 簡水

浜　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田

㈱ 相 生 設 備 長 沢 町 2747 ○ ○

㈲ 安 藤 設 備 高 佐 町 6587 ○ ○

（合資）石  見  水  泉  社 浅 井 町 0783 ○ ○

㈲オーテック・システム 三 階 町 9124 ○

大 原 技 研 ㈲ 下 府 町 7710 ○ ○

勝 田 土 地 開 発 ㈲ 佐 野 町 0389 ○

㈱ 合 同 ガ ス セ ン タ ー 下 府 町 0170 ○ ○

坂 本 設 備 国 分 町 1251 ○

山陰クボタ水道用材㈱浜田営業所 下 府 町 4170 ○ ○

山陰水道工業㈱浜田営業所

長 沢 町

1299 ○ ○

シンセイ技研㈱浜田営業所 8566 ○ ○

㈱ 大 広 設 備 1704 ○ ○

㈲ ダ イ ヤ 環 境 衛 生 黒 川 町 1169 ○

ダン環境設備㈱浜田営業所 長 沢 町 6548 ○ ○

中 国 設 備 ㈱ 原 井 町 0140 ○ ○

㈱ 中 電 工 浜 田 支 社 殿 町 2740 ○ ○

㈱ 電 設 サ ー ビ ス 黒 川 町 2954 ○ ○

東 洋 設 備 ㈲ 浅 井 町 1685 ○ ○

㈱ 中 島 水 道
港 町

1315 ○ ○

浜 田 ガ ス 水 道 工 事 ㈱ 0737 ○ ○

浜 田 マ ル ヰ ㈱ 熱 田 町 1250 ○

豊生建設㈱浜田営業所 折 居 町 3582 ○

マ ル ヰ 設 備 ㈱ 熱 田 町 0416 ○ ○

㈱ 三 浦 工 務 店 天 満 町 2135 ○

渡 辺 設 備 高 佐 町 0064 ○

金　

城

㈱ グ リ ー ン ガ ス 金 城 町 七 条 1778 ○

石 州 金 城 設 備 金城町下来原 1756 ○ ○

㈱電設サービス金城営業所 金 城 町 七 条 2246 ○

㈲ 日 伸 水 道 金城町下来原 1752 ○ ○

三　
　
　
　
　
　
　
　

隅

㈲ 梅 谷 工 務 所 三 隅 町 湊 浦 0334 ○

M K 水 道 三隅町古市場 1172 ○ ○

㈲ 大 谷 建 設 三隅町向野田 0156 ○

㈲ 岡 田 工 務 店 三隅町西河内 0025 ○

共 栄 建 設 ㈲
三隅町向野田

2954 ○

極 東 建 設 工 業 ㈲ 093-618-3856 ○

河 野 建 設 ㈱ 三隅町下古和 1121 ○

第 一 建 設 工 業 ㈱ 三 隅 町 三 隅 0124 ○

中電プラント㈱三隅事業所 三 隅 町 岡 見 3287 ○

豊 生 建 設 ㈱
三 隅 町 三 隅

2354 ○

㈲ 前 崎 工 務 店 0076 ○

㈱ 三 隅 ガ ス セ ン タ ー 三隅町向野田 1034 ○ ○

三 隅 住 設
三 隅 町 三 隅

0725 ○

ヤ マ オ カ 設 備 1717 ○ ○

地区 業　　者　　名 住　所 電　　話 上水 簡水

旭

㈲ 旭 設 備 旭町丸原 0022 ○ ○

㈱ 岡 貞 組
旭町今市

1155 ○

㈲ マ ル ヤ ス 1122 ○

㈱ 山 本 組 旭町市木 0311 ○

県　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

内

㈲ ア イ シ ー エ ス 益田市（0856） 1288 ○

今 市 水 道 ㈱ 出雲市（0853） 0009 ○

今市水道㈱大田営業所 大田市（0854） 7163 ○

イ ワ ミ 水 道 ㈲ 江津市（0855） 0788 ○ ○

㈱ 植 松

益田市（0856）

4981 ○

㈱内村電機工務店益田営業所 1677 ○ ○

㈲ 大 石 水 道 工 業 所 3258 ○

㈲大島商会瑞穂営業所 邑南町（0855） 1502 ○

㈲ 大 畑 管 工

益田市（0856）

6961 ○

角 田 工 業 ㈱ 2780 ○ ○

㈱ 技 研 設 備 3158 ○

建 興 工 業 ㈱ 4600 ○

江 津 水 道 工 事 ㈲
江津市（0855）

2016 ○

五 大 設 備 ㈲ 2890 ○

㈲ 金 剛 ホ ー ム 設 備
益田市（0856）

1230 ○ ○

㈱ 斎 藤 電 機 1822 ○

㈲ さ さ き 設 備 江津市（0855） 2080 ○ ○

山陰クボタ水道用材㈱益田営業所 益田市（0856） 4625 ○

山 陰 水 道 工 業 ㈱ 松江市（0852） 3849 ○

山陰冷暖㈱益田営業所 益田市（0856） 6488 ○ ○

山陽空調工業㈱島根支店 大田市（0854） 3311 ○

住 設 サ ー ビ ス 佐 々 木

益田市（0856）

7200 ○

正 栄 工 業 ㈱ 1115 ○

新光プロパン瓦斯㈱益田支店 0939 ○ ○

水 道 く ん 1950 ○

石 州 水 道 工 事 ㈱ 江津市（0855） 2176 ○ ○

太 陽 温 調 工 業 ㈲
益田市（0856）

1939 ○

日 新 建 設 ㈱ 3378 ○

松 井 土 建 ㈲ 川本町（0855） 2686 ○

マルヰ設備㈱江津支店 江津市（0855） 3319 ○

温 泉 津 管 工 事 大田市（0855） 3985 ○

㈲ 横 田 水 道 江津市（0855） 3276 ○

広　
　

島　
　

県

㈱ ア サ・ テ ク ノ 広島市（082） 229-5311 ○ ○

㈲ 大 島 商 会 北広島町（0826） 3265 ○

山 陽 空 調 工 業 ㈱

広島市（082）

262-2351 ○

ダ ン 環 境 設 備 ㈱ 845-5696 ○

中 央 機 器 設 備 ㈱ 284-4101 ○

㈱ 日 建 管 工 263-5835 ○

㈱ 免 出 271-1555 ○

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　指定給水装置工事事業者一覧表　　　　　４月１日現在 (自治区別、50音順）
※　浜田自治区に居住している人は上水の欄、金城・旭・弥栄・三隅自治区に居住している人は簡水の欄に「○」のある工事事業者に連絡してください。
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自
賠
責
保
険
・
共
済
は
交
通
事

故
の
加
害
者
が
負
う
経
済
負
担
を

補
う
こ
と
で
基
本
的
な
対
人
賠
償

を
確
保
し
、
被
害
者
救
済
に
役
立

て
る
た
め
の
も
の
で
す
。
自
動
車

損
害
賠
償
保
障
法
に
よ
り
、
原
動

機
付
自
転
車
（
原
付
）
を
含
む
す

べ
て
の
自
動
車
に
加
入
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、フ
ォ
ー

ク
リ
フ
ト
な
ど
の
小
型
特
殊
自
動

車
（
農
耕
作
業
用
を
除
く
）
に
つ

い
て
も
、
道
路
を
一
度
で
も
走
行

す
る
場
合
は
加
入
が
必
要
で
す
。

持
っ
て
い
る
自
動
車
に
自
賠
責
保

険
・
共
済
の
か
け
忘
れ
が
な
い
か

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

自
賠
責
保
険
・
共
済
を
か
け
て

い
て
も
有
効
期
限
切
れ
の
場
合
が

あ
り
ま
す
。
加
入
し
て
い
る
保
険

証
書
ま
た
は
、
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー

ト
貼
付
の
ス
テ
ッ
カ
ー
で
有
効
期

限
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

期
限
切
れ
の
場
合
は
加
入
手
続

き
が
必
要
で
す
。

　

自
賠
責
制
度
の
詳
し
い
内
容
に

つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

http
/
/
w
w
w
.jib
ai.jp

　
　
　
　
　
　
　
　

（
税
務
課
）

自
賠
責
保
険
・
共
済
の
か
け

忘
れ
、
有
効
期
限
に
注
意
！

　偉大な思想家である孔子やニーチェは哲学界の天

才に違いありません。彼らは人間の思想の限界を広

げ、新たな考え方を世界に紹介しました。しかし、

現代のペースの速い世界で満足な生活をするために

は、自分の状況に合った哲学を見つけないといけま

せん。

　以下の文書は、私がどうして自分なりの哲学を見

つけるようになったかという物語です。

　文句を言う訳ではないですが、私の高校時代は辛

いものでした。私が在籍したのはイギリスで最も競

争の激しい学校の一つなので、成績がオールＡの生

徒になれるよう、朝から夜まで図書館に閉じこもり

勉強し、本から集めた人生経験しか持っていません

でした。私の 14年間の学校生活の間、高速でスト

レスに満ちた哲学や教育制度に従って、機械のよ

うな生活をしていました。つまり自分の存在感がな

かったのです。高校卒業後、人生を競争として見て

いた私は学校の弾圧的な哲学から抜け出し、外の世

界と交流し、自分なりの哲学を発見したくて、スロー

ライフを体験する衝動にかられました。

　18歳の頃、高校を卒業したばかりの私は恋に落

ちてしまいました。しかし、私が惚れたものは美

女ではなく、鮮やかな黄色のドイツ製品です。1973

年生のフォルクスワーゲンのキャンピングカーに惚

れたのです。結局、このキャンピングカーが私の救

い主になりました。みすぼらしい車を買い、自動車

整備を学びながら、さびていたキャンピングカーを

きれいにしました。それにエスメラルダというドイ

ツのお姫さまみたいな名前を付けて私たちは欧州大

陸への冒険に出かけました。３か月で９,000kmを走

行して、ヨーロッパ中をまわり、エスメラルダを時

に甘やかし、時にはお返しに貴重な経験や広い世界

を見せてもらいました。その冒険で、キャンピング

カーで暮らしながら旅行することは亀の生活に似て

いると思うようになりました。亀の動きと同様に動

力不足のエスメラルダはゆっくり走行するのでどこ

を走っていても風景が楽しめるし、思索の為の時間

がたっぷりあります。亀はゆっくり動き、長生きす

るので、賢い動物と見られています。

　亀のように、スローライフをキャンピングカーで

楽しむと、賢くなると思います。ほかの類似点もあ

ります。例えば、亀はどこに行ってもいつも甲羅と

いう家を持っていて、世界と交流したい時に頭を甲

羅から出し、引きこもりたい時に身を隠すことがで

きます。キャンピングカーも同様に、何処にでも自

分の家を持って行けて、引きこもることもできます。

つまり、キャンピングカーでの生活は亀の生活です。

　この冒険で、人や異文化に出会うことにより、自

分の存在を感じたり、自分なりの哲学を発見できた

りしました。この冒険によって何よりも勉強になっ

たことはバランスが取れた生活をする必要があると

いう事です。人生の中で人間は時々仕事などで苦

労して高速でストレスにあふれた生活に耐えられな

いといけません。しかし、人間は感情のない機械に

ならないように時にはスローライフを楽しむ必要も

あります。ですから、人間はペースの速い生活から

一時的に引きこもることができ、考える余裕やより

ゆとりのある人生が過ごせるには、ストレスに満ち

た世界からのオアシスを持つ必要があります。もち

ろん、人間にとって世界と交流する時間が必要です

が、バランスが取れるように世界から引きこもって

スローライフをする時間も必要なのではないでしょ

うか。群れと走ることより歩いたり、ペースの速い

生活からたまに一歩下がったりすれば、人生がより

豊かになると思うのです。

　今日でも、人生がストレスに満ちた競争に見える

時に、私は自分のオアシスであるエスメラルダのこ

とを思い出して、短い間でも散歩をしたり、ちょっ

とした旅行をしたりすることなどで、新しい経験に

出会いながら、賢い亀のようなスローライフを楽し

んでいます。

走るより歩く：亀の生活
浜田市国際交流員　マシュー・スリース
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　20年間趣向を変えながら継続して開催されてきた金城の神楽大

会を、金城町石見神楽社中連絡協議会（岡本謙二会長、11団体）

が主催を引き継ぎ２回目を迎えた「神楽の里かなぎ共演大会」が、

３月18日㈰にふれあいジム・かなぎ（金城町七条）で開催され、

市内外からおよそ800人の神楽ファンがつめかけました。

　金城の神楽大会は、この時期に開催されるのが恒例となってい

ることから、神楽ファンのなかでは「春一番神楽」とも称され人気の高さがうかがえます。 

　広島市と江津市からそれぞれ１団体、市内８団体の出演により

10演目が上演されるなか、訪れた観客はそれぞれ特徴のある神楽

に惜しみない拍手を送り、特に普段あまりお目にかかれない広島

神楽は新鮮さもあり、興味深く見入る観客も多く、時間の過ぎる

のを忘れるほど酔いしれました。

　主催した金城町石見神楽社中連絡協議会の原田俊治事務局長

は、「今後も観客が飽きず、毎回魅了させる内容になるよう考え

ていきたい。」と今後の意気込みを語りました。

会場につめかけた神楽ファン

久佐西組神楽社中（金城 )の鐘馗

優勝の快挙に笑顔のメンバーたち

第2回 神楽の里かなぎ共演大会
春一番神楽開催される

くもぎレモンズ県大会優勝の快挙
「島根県小学生バレーボール新人大会」

わ だ い かなぎかなぎ

　島根県内の地区予選を勝ち抜いた小学校５年生以下の児童で組

織する女子12チーム、男子８チームが参加する「第６回島根県小

学生バレーボール新人大会」が、２月25日㈰に鹿島総合体育館（松

江市鹿島町）で開催され、「くもぎレモンズスポー 少年団」（山

本那奈主将、13人）が出場しました。

　２月10日㈯、11日㈰、ふれあいジム・かなぎで開催された石見

地区大会の女子の部で優勝の「郷田スポー 少年団」（江津市）と準優勝の「くもぎレモンズスポー 少年団」は、

石見地区の代表として出場。

　出雲部チーム優勝という県下の前評判に反し、決勝に勝ち進んだのは石見地区代表の「くもぎレモンズスポー

少年団」と「郷田スポー 少年団」で、石見地区大会決勝の再現となり、見事優勝を手に入れたのは「くも

ぎレモンズスポー 少年団」でした。

　 「くもぎレモンズスポー 少年団」は、チーム結成以来13年間のうち県大会優勝は初、また石見地区のチー

ムが県新人大会で優勝したのは20年ぶりという快挙を成しとげるとともに、浜田市金城町の名を県下に広めま

した。
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　３月３日㈯ 木田地区において、ひな祭りが開催されました。
この催しは、地元の宝や魅力を地元に住む人が見つけようと、小
学校、保育所、佐々田邸や木田生活改善センターを会場に実施さ
れました。
　木田小学校では木造校舎の素晴らしさを３人の「語り部」が語
り、佐々田邸では「お雛様」を展示し、野

の

点
だて

や節句の「ごっつぉ
う」を提供、センターでは昔の写真や地図の展示、また、昔懐か
しい駄菓子屋「米佐屋」も復活されました。参加した約150人の
地区民は、改めて地域の素晴らしさを感じていたようです。

大正時代の「お雛様」を見ながら
話がはずむ参加者たち

第１回木田地区ひな祭り
～地域の宝探しの集い～

　

３
月
14
日
㈬
和
田
小
学
校
に
お
い
て
、

卒
業
記
念
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
リ
レ
ー
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
参
加
者
が
バ
ト
ン
を
つ
な
い

で
４
２
、
１
９
５
㎞
を
完
走
す
る
と
い
う

卒
業
前
の
恒
例
行
事
で
、
今
回
が
10
回

目
。

　

年
々
児
童
数
が
減
少
す
る
中
、
当
日
は

全
校
児
童
や
教
職
員
、
保
護
者
の
ほ
か
、

地
域
の
人
や
和
田
小
Ｏ
Ｂ
、
ま
た
地
域
外

か
ら
も
多
数
応
援
に
加
わ
り
、
約
60
人
が

心
を
ひ
と
つ
に
し
て
走
り
き
り
ま
し
た
。

タ
イ
ム
は
２
時
間
28
分
42
秒
。

　

６
年
生
は
「
み
ん
な
で
バ
ト
ン
を
つ
な

い
で
走
り
、
楽
し
か
っ
た
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。」
と
嬉
し
そ
う
に
話
し

て
い
ま
し
た
。

み
ん
な
で
つ
な
い
だ

　
　

 

ひ
と
つ
の
バ
ト
ン

　旭町木田地区出身の土佐誠君（関東学院大学２年生 )が、３月
７日㈬に宇津市長を訪ね、１月に行われた全国大学選手権での優
勝を報告しました。
　土佐君は、尾道高校時代にラグビーを始め、３年生のときには
全国高校ラグビー大会に出場。関東学院大学へ進学した１年生の
時から、恵まれた体力と持ち前の根性でフォワードの要といわれ
る「ナンバー８

エイト

」としてレギュラーで活躍し、今回念願の優勝を
果たしました。 
　土佐さんのこれからますますの活躍が期待されます。

宇津市長に、力強く今後の活躍を誓う
土佐誠さん

全国優勝を市長に報告
～大学ラグビー日本一～

　

落
語
家
の
三
遊
亭
歌
之
助
さ
ん
を
招
い

た
文
化
講
演
会
が
、
３
月
11
日
㈰
旭
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
歌
之

助
さ
ん
の
楽
し
い
お
話
に
、
終
始
笑
い
の

た
え
な
い
講
演
会
と
な
り
ま
し
た
。

笑
い
は
健
康
の
も
と

（^o^)

スポーツ優良団体表彰

　島根県雪合戦連盟が、このたび島
根県教育委員会から功績を認められ
表彰を受けられました。

　「“笑う”という動作は深呼吸と同
じ。“笑い”は体も心も健康にする」
と話されました。

あさひあさひ自治区のページ自治区のページ ま ち の

６年生５人が
手をつないでゴール!



広報はまだ：平成19年４月15日号 12

子育て子育て

健康ひろば健康ひろば
＆

　

暖
か
な
春
の
到
来
で
す
。
子
ど

も
た
ち
は
、
入
園
・
入
学
・
進
級

の
時
期
を
迎
え
、
そ
の
新
し
い
生

活
に
、
不
安
と
期
待
に
胸
を
ふ
く

ら
ま
せ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
が
、
健
康
な
心
と
か

ら
だ
で
元
気
い
っ
ぱ
い
過
ご
す
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
、
今
回
は
朝

食
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

食
事
の
栄
養
は
子
ど
も
の
心
と

か
ら
だ
の
成
長
を
支
え
る
大
切
な

も
の
で
す
。
最
近
は
、
１
日
の
ス

タ
ー
ト
を
切
る
た
め
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
な
る
朝
食
を
食
べ
ず
に
登

園
・
登
校
す
る
子
ど
も
が
多
い
よ

う
で
す
。
ま
た
、
ボ
ー
ッ
と
し
て

午
前
中
の
活
動
に
の
れ
な
か
っ
た

り
、
無
表
情
で
自
分
の
気
持
ち
を

表
わ
し
に
く
か
っ
た
り
、
理
由
の

な
い
攻
撃
性
を
示
し
た
り
と
、
今

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
と
て
も

心
配
な
こ
と
が
起
き
て
い
ま
す
。

　

市
で
も
平
成
17
年
度
の
３
歳
児

健
診
の
調
査
で
、
朝
食
を
欠
食
す

る
子
ど
も
が
約
１
割
い
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
が
、
健
康
な
心
と
身

体
で
元
気
い
っ
ぱ
い
過
ご
す
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
、
家
族
み
ん
な

で
協
力
し
て
朝
食
を
食
べ
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

朝
食
を
食
べ
な
い
理
由     

・
保
護
者
に
朝
食
を
食
べ
る
習
慣

が
な
い

・
ね
ぼ
う
し
て
時
間
が
な
い

・
食
欲
が
な
い　

な
ど

朝
食
の
役
割         

・
脳
を
目
覚
め
さ
せ
る

・
体
温
を
上
げ
る

・
体
内
リ
ズ
ム
を
整
え
る

朝
食
の
基
本         

　
　

黄
、
赤
、
緑
の
３
色
の
食
品

を
そ
ろ
え
て
食
べ
ま
し
ょ
う
。

黄　

主
食
（
ご
は
ん
・
パ
ン
・
麺

な
ど
）
…
１
日
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

源
と
な
り
脳
を
目
覚
め
さ
せ
る

赤　

主
菜
（
卵
・
肉
・
魚
・
大
豆

製
品
な
ど
）
…
体
温
を
上
げ
、

体
を
目
覚
め
さ
せ
る

緑　

副
菜
（
野
菜
）
…
体
調
を
整

え
た
り
、
胃
や
腸
を
刺
激
し
排

便
習
慣
を
う
な
が
す

※　

牛
乳
や
果
物
も
忘
れ
ず
に
食

べ
ま
し
ょ
う
。

朝
食
を
食
べ
て
い
な
い
人
が
食
べ

る
た
め
に
は
…         

　

朝
食
を
食
べ
て
い
な
い
人
が
、

急
に
食
べ
る
の
は
難
し
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
ま
ず
は
コ
ッ
プ
１
杯

の
牛
乳
か
ら
は
じ
め
て
み
て
は
ど

う
で
し
ょ
う
か
。
子
ど
も
た
ち

に
、
お
に
ぎ
り
や
バ
ナ
ナ
１
本
だ

け
で
も
食
べ
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

は
じ
め
は
大
変
で
す
が
、
き
っ
と

頭
も
か
ら
だ
も
気
持
ち
も
す
っ
き

り
し
て
き
ま
す
。
そ
こ
か
ら
す
こ

し
ず
つ
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
に

な
る
よ
う
に
プ
ラ
ス
し
て
い
っ
て

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
朝
食
を
お
い
し
く
食
べ

る
た
め
に
は
、
早
寝
・
早
起
き
を

す
る
な
ど
生
活
リ
ズ
ム
を
整
え
る

こ
と
も
大
切
で
す
。
子
ど
も
が
、

し
っ
か
り
目
を
覚
ま
し
て
か
ら
朝

食
を
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
、
食

べ
る
30
分
前
に
は
起
こ
し
ま
し
ょ

う
。　
　
　
　

（
子
育
て
支
援
課)

次世代育成支援事業について
(協働団体および個人募集 )

　市では、少子化対策および次世代育成支援とし

て、若者が乳幼児とかかわる事業を予定していま

す。

　この度、この事業について企画、運営を協働して

もらえる団体および個人を募集します。

申込締切日　５月１日㈫  

問い合わせ先 

子育て支援課育成支援係内ヤングサポーター育成

チーム事務局（☎本庁内線１９１）
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市
で
は
、
障
害
者
福
祉
の
増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
障
害
者
の
人
に
タ
ク
シ
ー
ま
た
は
バ
ス
の
利
用
料
金
の

一
部
を
助
成
し
ま
す
。

交
付
対
象　

市
に
住
所
を
有
し
、
次
の
項
目
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
人

・
身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２
級
を
受
け
て
い
る
人

・
療
育
手
帳
A
を
受
け
て
い
る
人

・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
〜
３
級
を
受
け
て
い
る
人

※　

た
だ
し
、
人
工
透
析
者
・
精
神
障
害
者
通
院
交
通
費
助
成

を
受
け
て
い
る
人
は
除
き
ま
す
。

交
付
枚
数　

１
年
間
で
１
３
、２
０
０
円
分
の
タ
ク
シ
ー
券
ま

た
は
バ
ス
券
を
交
付
し
ま
す
。
交
付
限
度
額
以
内
で
あ
れ

ば
、
両
方
の
券
を
組
み
合
わ
せ
て
交
付
で
き
ま
す
。

 

〈
タ
ク
シ
ー
券
〉
５
５
０
円
／
１
枚

 

〈
バ
ス
券
〉
１
０
０
円
券
、
50
円
券

【
組
み
合
わ
せ
例
】

・
す
べ
て
タ
ク
シ
ー
券
の
場
合
は
、
24
枚
で
す
。

・
各
々
半
分
ず
つ
の
場
合
は
、「
タ
ク
シ
ー
券
」
12
枚+

「
１
０
０

円
バ
ス
券
」
33
枚+

「
50
円
バ
ス
券
」
66
枚
で
す
。

※　

こ
の
ほ
か
に
も
、
必
要
に
応
じ
て
組
み
合
わ
せ
が
で
き

ま
す
の
で
、
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

平
成
18
年
度
分
の
券
を
持
っ
て
お
ら
れ
る
場
合
は
、
平

成
19
年
度
の
券
を
交
付
す
る
際
に
回
収
し
ま
す
の
で
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

利
用
期
間　

交
付
日̃

平
成
20
年
３
月
31
日
㈪

申
込
方
法　

印
鑑
、
手
帳
を
持
っ
て
本
庁
ま
た
は
各
支
所
窓

口
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
長
寿
課
障
害
者
福
祉
係
１
階
５
番
窓
口

　
　
　
　
　
　
　

（
☎
本
庁
内
線
１
５
４
、
１
５
６
、１
５
７
）

　

金
城
支
所
市
民
福
祉
課　
　
　
　
　
　

（
☎

１
２
３
５
）

　

旭
支
所
市
民
福
祉
課 　
　
　
　
　
　
　

（
☎

１
４
３
５
）

　

弥
栄
支
所
市
民
福
祉
課　
　
　
　
　

 　

（
☎

２
６
５
６
）

　

三
隅
支
所
福
祉
課 　
　
　
　
　
　
　
　

（
☎

２
８
０
６
）

平
成
19
年
度
「
福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
券
」・

　
「
い
き
い
き
バ
ス
乗
車
券
」
を
交
付
し
ま
す
。

　つわりで気分が落ち込んでいる人、ぽっこりおなかの目立ち始めてきた人、そろそ

ろ出産が間近な人、みんなで楽しい時間を過ごしませんか？ぜひ、参加してみてくだ

さい。

対象　妊婦さんとその家族など　　　持ってくるもの　母子健康手帳

問い合わせ先　子育て支援課育成支援係（☎本庁内線173、191)

平成19年度ママパパ学級のお知らせ

家族みんなで
赤ちゃんを迎える準備コース

○お産の経過について（出産ビデオ、呼吸法など)
○赤ちゃんの接し方（おむつの替え方、沐浴など) 
○子育てのママ&パパの役割
○妊婦疑似体験
日時　８月19日㈰、12月16日㈰
　　　午前10時̃正午
場所　子育て支援センター
　　　「すくすく」
料金　500円（テキスト代)
担当　助産師、保健師

考えてみよう
口からみた子育てコース

○妊娠中から守る赤ちゃんの歯の健康について
　（赤ちゃんの歯は妊娠中につくられる、歯に
よい食べ物とは、歯の磨き方チェック&ブラッ
シング指導)

○必要!?不必要!?赤ちゃん用品について
日時　６月７日㈭、10月11日㈭、
　　　平成20年３月13日㈭
　　　午前10時～正午
場所　子育て支援センター「すくすく」
担当　歯科衛生士、助産師、保健師

すくすく赤ちゃんの食育コース　

○妊娠中・授乳中の食事
○調理実習（妊娠中のバランスの取れた食事、
大人の食事から取り分けて作る離乳食)

日時　５月18日㈮、９月21日㈮、平成20年１月18
日㈮ 午前９時30分～午後１時

場所　浜田公民館
定員　20人（申し込みが必要です。）
料金　実費を負担してください。
持ってくるもの　エプロン、三角巾、食器ふき
担当　栄養士、食生活改善推進員、助産師、保健師

赤ちゃんとのこころふれあう
母乳育児コース

○母乳育児について（母乳の利点、妊娠中のおっ
ぱいケアの方法など)

○先輩ママ&赤ちゃんとの交流（先輩ママの授乳
体験談を聞こう、赤ちゃんとの触れ合い)

日時　７月４日㈬、11月７日㈬、
　　　平成20年２月６日㈬
午前　10時～11時30分
場所　子育て支援センター「すくすく」
担当　助産師、保健師

平成19年度ママパパ学級のお知らせ
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「
食
べ
る
時
に
ス
プ
ー
ン
を
投

げ
て
遊
ぶ
」「
ス
ー
パ
ー
に
い
っ

た
時
に
お
も
ち
ゃ
を
買
っ
て
…
と

や
ん
ち
ゃ
を
言
う
」「
友
だ
ち
が

遊
ん
で
い
る
お
も
ち
ゃ
を
側
か

ら
乱
暴
に
取
り
上
げ
る
」
な
ど
、

困
っ
た
行
動
が
多
く
イ
ラ
イ
ラ
し

て
怒
っ
て
ば
か
り
い
ま
す
。
ま

た
、
そ
ん
な
自
分
も
い
や
に
な
り

ま
す
。
こ
ん
な
小
さ
な
時
か
ら

（
０
歳
〜
）
怒
っ
て
も
い
い
の
で

し
ょ
う
か
…
な
ど
、
し
つ
け
の
仕

方
に
関
す
る
相
談
が
多
く
寄
せ
ら

れ
ま
す
。
最
近
増
加
し
て
い
る
問

題
行
動
と
し
て
、
し
つ
け
の
し
す

ぎ
（
過
干
渉
）
で
成
長
す
る
に
し

た
が
っ
て
爆
発
す
る
子
ど
も
た
ち

の
事
例
が
多
く
な
っ
て
い
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
自
立
を
育
て
な

が
ら
思
春
期
に
花
開
く
た
め
の
乳

幼
児
期
に
大
切
な
大
人
の
役
割
に

つ
い
て
「
子
ど
も
の
世
界
は
笑
い

が
い
っ
ぱ
い
」
と
題
し
て
講
座
を

開
催
し
ま
し
た
の
で
そ
の
内
容
を

紹
介
し
ま
す
。

１
子
ど
も
に
教
え
ら
れ
た
も
の

〜
不
満
を
探
さ
ず
満
足
す
る
〜

　

否
定
的
に
な
る
５
W
言
葉
を
使

用
し
な
い
ほ
う
が
い
い
。（
誰
が 

な
ぜ 

何
を 

ど
う
し
て 

い
つ
）　

あ
な
た
は
次
の
事
例
に
出
合
っ
た

時
ど
ち
ら
の
声
か
け
を
し
て
い
ま

す
か
。

■
事
例
1

　
（
子
ど
も
）「
寒
い
ね 

」

　
（
大
人
）
①
「
寒
い
ね
」 　

②
「
あ

な
た
が
服
を
着
な
い
か
ら
で

し
ょ
う
」

■
事
例
2

　
（
子
ど
も
）
3
人
が
水
道
を
使
っ

て
水
遊
び
を
し
て
い
る

　
（
大
人
）
①
「
水
道
を
止
め
て
ね
」

　

②
「
ど
う
し
て
水
悪
さ
を
す
る
の
」

■
事
例
3

　
（
子
ど
も
）
道
を
歩
い
て
い
る
時

に
転
ぶ 

　
（
大
人
）
①
「
大
丈
夫
？
け
が
は

な
か
っ
た
？
」 

②
「
あ
な
た
が

気
を
つ
け
て
歩
か
な
い
か
ら
で

し
ょ
」

※　

①
の
言
葉
か
け
が
子
ど
も
に

と
っ
て
心
地
よ
い
気
持
ち
と
な

り
安
定
し
た
心
が
育
ち
、
②
の

言
葉
か
け
は
、
自
立
す
る
心
を

育
ち
に
く
く
し
ま
す
。

２
し
つ
け
っ
て
な
ー
に
？

〜
子
ど
も
の
ほ
め
方
・
叱
り
方
〜

　

し
つ
け
は
怒
る
事
で
は
な
く
常

識
を
伝
え
る
こ
と
（
０
歳
か
ら
始

ま
っ
て
い
る
）

　

子
ど
も
は
体
験
を
通
し
て
物
事

の
善
悪
を
学
ん
で
い
き
ま
す
。
一

度
言
っ
て
理
解
で
き
る
も
の
だ
と

勘
違
い
を
し
て
い
る
人
が
多
い
で

す
が
、
繰
り
返
し
の
声
か
け
を
す

る
事
に
よ
り
、
７
歳
に
な
る
と
き

ち
ん
と
行
動
が
で
き
る
よ
う
に
な

る
の
で
す
。
す
ぐ
良
い
結
果
を
求

め
る
と
子
育
て
が
辛
く
な
り
ま
す
。

■
事
例

　
（
子
ど
も
） 

テ
ー
ブ
ル
の
上
に
上

が
っ
て
遊
ぶ

　
（
大
人
） 「
食
事
を
す
る
場
所
な

の
で
上
に
上
が
ら
な
い
で
ね
」

３
子
育
て
の
必
須
ア
ミ
ノ
３

①
愛
情
…
伝
わ
る
方
法(

手
を
つ

な
ぐ
、
絵
本
を
読
ん
で
あ
げ
る
、

童
謡
を
歌
っ
て
あ
げ
る
な
ど)

②
常
識
…
し
つ
け
は
常
識
を
基
準

と
し
て
善
悪
の
判
断
を
す
る

③
生
活
リ
ズ
ム
を
整
え
る
…
早

寝
、
早
起
き

４
子
ど
も
の
好
奇
心
を
満
た
そ
う

〜
満
足
度
を
味
わ
う
と
よ
く
言

う
こ
と
を
聞
く
〜

　

良
い
行
動
を
し
た
時
に
は
誉
め

る
。
悪
い
行
動
を
し
た
時
に
は

「
い
け
な
い
こ
と
ね
」
と
叱
る
の

で
は
な
く
知
ら
せ
る
。

５
子
ど
も
の
笑
顔
は
心
の
中

の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー

　

「
10
秒
で
子
ど
も
を
笑
わ
せ
て

く
だ
さ
い
」
と
あ
る
講
演
会
に

て
保
護
者
に
依
頼
し
た
と
こ
ろ
、

抱
っ
こ
す
る
、
く
す
ぐ
る
、
子
ど

も
の
脇
を
抱
え
て
「
た
か
い 

た

か
ー
い
」
な
ど
の
行
動
を
さ
れ
た

と
こ
ろ
は
、
す
ぐ
に
満
面
の
笑
顔

に
な
り
ま
し
た
。
ス
キ
ン
シ
ッ
プ

遊
び
が
大
好
き
で
す
。
そ
ん
な
日

常
の
何
気
な
い
関
わ
り
が
安
定
し

た
心
を
育
て
ま
す
。

　
　
（
講
師　

Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｓ
Ａ
Ｉ
子
ど

も
研
究
所
長　

原
坂
一
郎
さ
ん

〈
育
児
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
〉）

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
「
す
く

す
く
」
で
は
、
生
活
リ
ズ
ム
の
つ
く

り
方
、
発
達
に
合
わ
せ
た
遊
び
方
、

子
ど
も
同
士
の
関
わ
り
方
、
に
つ

い
て
専
門
ス
タ
ッ
フ
が
支
援
し
ま

す
。
一
緒
に
体
験
し
て
心
身
の
豊
か

な
育
ち
の
場
と
し
て
利
用
し
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
子
育
て
通
信
簿

（
子
ど
も
へ
の
声
か
け
方
を
自
己
採

点
し
よ
う
）
な
ど
当
日
の
資
料
を

す
く
す
く
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

（
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
）

5月の休日診療
　休日に病気になったら、休日応急診療所

や在宅当番医を利用してください。

○休日応急診療所

開設時間 

　午前10時̃午後４時 

場所 

　市役所本庁地階 

　(☎ ２６１２) 

日 当番医

３日㈷ 岡本英司

４日㈷ 丸山茂雄

５日㈷ 齊藤稔哲

６日㈰ 大石和弘

13日㈰ 中村洋三

20日㈰ 小池茂之

27日㈰ 安東一郎

○在宅当番医 
　開設時間　午前８時30分～正午 

日 病　院　名 住　所 ☎

３日㈷ 大屋医院 弥栄町長安本郷 2008

４日㈷ 金城沖田医院 金城町七条 1800

５日㈷ 国民健康保険波佐診療所 金城町波佐 0001

６日㈰ 酒井外科内科医院 旭町今市 0222

13日㈰ 山根病院三隅分院 三隅町岡見 4343

20日㈰ 野上医院 三隅町三隅 0031

27日㈰ 国民健康保険あさひ診療所 旭町丸原 0002

※  都合により当番医が変更になることもあります。 
問い合わせ先　地域医療対策課医療対策係（☎本庁内線２１６） 

「
す
く
す
く
パ
パ
と
マ
マ
の

子
育
て
講
座
」
か
ら

〜
大
人
の
声
か
け
が
豊
か
な

心
を
育
て
る
〜
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健　

康　

相　

談

○
健
康
相
談

　

血
圧
・
体
脂
肪
測
定
、健
康
相
談

日
時　

月
曜
日
と
金
曜
日

　

午
後
１
時
〜
３
時

場
所　

市
役
所
本
庁
地
階
健
康
相

談
室

○
禁
煙
相
談
日

　

個
別
相
談
、
禁
煙
支
援
相
談

日
時　

４
月
27
日
㈮

　

午
後
１
時
〜
３
時

場
所　

市
役
所
本
庁
地
階
健
康
相

談
室

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
長
寿
課
健
康
推
進
係
（
☎

本
庁
内
線
１
５
５
、１
６
９
）

○
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

　

専
門
医
に
よ
る
、
こ
こ
ろ
の
健

康
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
ろ
の
病
気
、
物
忘
れ
、
不

眠
、
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
、
引
き
こ

も
り
な
ど
様
々
な
悩
み
の
相
談
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
気
軽

に
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　

４
月
25
日
㈬

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

場
所　

浜
田
保
健
所

料
金　

無
料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

浜
田
保
健
所
健
康
増
進
グ
ル
ー

プ(

☎

５
５
５
０)

断酒会日程

日 会　　場 問い合わせ先

浜　田

４月17日㈫
市総合福祉
センター 山口源吉さん

（☎ 2495）
５月１日㈫ 浜田保健所

金　城 ４月20日㈮
金城老人福
祉センター

金城支所
市民福祉課
（☎ 1235）

時間　午後７時～９時

検診についてのお知らせ

◎平成19年度の胃がん検診、子宮がん検診、乳

がん検診、肺がん検診の受付などについて

は、委託検査機関のスタッフが行います。（市

の職員は検診会場に出ません。）

◎受診料については、いずれの検診も、70歳以

上の人、65歳以上70歳未満の老人医療受給者、

生活保護世帯、市民非課税世帯の人は無料で

す。

実 施 日 受　付　時　間 会　　場　　名

浜　
　
　
　
　

田

５月16日㈬ 午後２時30分～３時30分 石見公民館

５月17日㈭

午前９時30分～10時 櫟田原公民館

午前10時30分～11時 美川西ふれあいセンター

午後１時～１時30分 日脚児童館

午後２時～３時 長浜公民館

５月31日㈭

午前９時30分～10時30分 国府公民館

午前11時～11時30分 上府三宅集会所

午後１時～１時30分 生湯４町内児童館

午後２時～３時 浜田保健所

７月９日㈪

午前９時30分～10時 農業構造改善センター

午前11時～11時30分 津摩児童館

午後１時30分～２時 石原集会所

午後２時30分～３時30分 市役所本庁１階ロビー

７月10日㈫
午前９時30分～10時 石見公民館細谷分館

午前10時30分～11時 石見公民館長見分館

７月18日㈬

午前９時～９時30分 福井集会所

午前10時～10時30分 長浜商港会館

午前11時～正午 周布公民館

午後１時30分～２時 陽光台集会所

午後２時30分～３時 大麻公民館

７月19日㈭

午前９時10分～９時30分 国分自治会館

午前10時～10時30分 久代公民館

午前11時～11時30分 下有福研修センター

午後１時30分～２時 宇野東児童館

午後２時30分～３時 宇津井公民館

11月26日㈪

午前９時30分～10時30分 ペアーレ浜田

午前11時～11時30分 長沢２町内児童館

午後１時30分～２時30分 石見公民館

金　
　

城

５月７日㈪
午後１時30分～２時 みまた会館

午後２時30分～３時 くざ会館

５月16日㈬

午前９時30分～10時 かたらいの家

午前10時30分～11時 おぐに会館

午後１時～１時30分 小笹集会所

７月23日㈪

午前９時30分～10時30分 ときわ会館

午前11時～正午 ふれあい会館

午後１時30分～２時30分 金城老人福祉センター

旭 ５月９日㈬

午前10時10分～10時30分 木田生活改善センター

午前11時～11時30分 旭保健センター

午後１時～１時20分 重富生活改善センター

午後１時50分～２時10分 市木生活改善センター

午後２時40分～３時 都川高齢者活動促進センター

弥　

栄

４月27日㈮
午前９時30分～10時30分 弥栄老人福祉センター

午前11時～正午 弥栄会館

７月10日㈫
午後１時30分～２時 弥栄老人福祉センター

午後２時30分～３時 弥栄会館

三　
　

隅

５月８日㈫

午前８時30分～９時30分 みのり会館

午前10時～11時 白砂公民館

午後１時20分～２時 三保公民館

９月18日㈫

午前８時30分～９時30分 海石集会所

午前10時～11時 三隅保健センター

午後１時20分～２時 岡見公民館

午後２時30分～３時 黒沢公民館

平成19年度子宮がん検診日程
対象　30歳以上女性　受診料　500円(国保250円)

※　国保加入者は必ず保険証を持参し、提示してください。
問い合わせ先　健康長寿課健康推進係(☎本庁内線１５５、１６９)
　　　　　　　金城支所市民福祉課保健衛生係　　(☎ １２３５)
　　　　　　　旭支所市民福祉課保健衛生係　　　(☎ １４３５)
　　　　　　　弥栄支所市民福祉課保健衛生係　　(☎ ２６５６)
　　　　　　　三隅支所福祉課保健衛生係　　　　(☎ ２８０６)
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43

　

３
月
16
日
㈮
、
地
域
振
興
や
地

域
活
性
化
を
テ
ー
マ
に
卒
業
研

究
・
論
文
に
取
り
組
ん
だ
学
生
に

よ
る
発
表
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

総
合
政
策
学
部
・
松
本
裕
美
さ
ん

の
「
な
ぜ
た
ま
る
、
海
岸
漂
着
ゴ

ミ
」、
大
学
院
開
発
研
究
科
・
李

定
旻
さ
ん
の
「
中
山
間
地
域
に
お

け
る
森
林
の
所
有
と
利
用
」
を
は

じ
め
４
人
の
学
部
生
と
２
人
の
院

生
が
そ
れ
ぞ
れ
の
卒
業
研
究
・
論

文
の
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
も

平
成
18
年
度
卒
業
証
書
授
与

式
・
大
学
院
学
位
記
授
与
式

地
域
振
興
に
関
す
る
優
秀
卒
業

研
究
・
論
文
発
表
会
を
開
催

来
場
し
て
熱
心
に
聴
講
し
て
も
ら

い
、
宇
津
浜
田
市
長
を
は
じ
め
と

公
開
講
座
21
世
紀
地
球
講

座
の
ご
案
内

対
象　

ど
な
た
で
も
。

料
金　

無
料

①
５
月
９
日
㈬　

魁
生
准
教
授　

大
衆
文
化
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
〜
日

韓
文
化
比
較
を
楽
し
む
〜

②
５
月
12
日
㈯　

瓜
生
教
授

　

テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
に
み
る
韓
国
の

現
状
と
暮
ら
し

③
５
月
16
日
㈬　

林
裕
明
准
教
授

ロ
シ
ア
社
会
の
動
向

時
間　

①
③
午
後
６
時
30
分
〜
、

　

②
午
後
１
時
30
分
〜

場
所　

講
義
研
究
棟
中
講
義
室
５

問
い
合
わ
せ
先　

研
究
企
画
課

メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
（
図

書
館
）
の
利
用
に
つ
い
て

　

学
外
の
人
も
メ
デ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
の
図
書
館
を
利
用
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
閲
覧
、
複
写
、
貸

出
（
文
庫
・
新
書
コ
ー
ナ
ー
の
本

に
限
る
）。
土
曜
日
の
利
用
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

対
象　

18
歳
以
上

料
金　

無
料

利
用
時
間　

　

平
日　

午
前
９
時
〜
午
後
８
時

　

土
曜
日　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※　

日
曜
日
、
試
験
期
間
な
ど
は

利
用
で
き
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先　

図
書
情
報
課

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・
サ
ロ
ン

日
時　

４
月
25
日
㈬

　

午
後
５
時
30
分
〜
７
時
30
分

発
表　

呉 

大
煥　

准
教
授

場
所　

北
東
ア
ジ
ア
地
域
研
究
セ

ン
タ
ー
棟
２
Ｆ
レ
ス
ト
ラ
ン
・

ビ
ュ
ー
ラ
イ
ン

　

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・
サ
ロ
ン
は
大

学
と
市
民
の
交
流
の
場
で
す
。
今

回
は
、
新
任
の
教
職
員
の
紹
介
も

行
い
ま
す
。

三
隅
の
家
族
と
の
思
い
出

　
　
　
　

大
学
院
開
発
研
究
科

李リ　

定
ジ
ョ
ン

旻ミ
ン

　

先
輩
か
ら
「
浜
田
は
と
て
も
静

か
で
勉
強
す
る
に
は
最
適
だ
け

ど
、
何
も
な
い
所
だ
よ
！
」
と
い

う
こ
と
だ
け
聞
い
て
来
ま
し
た
。

４
月
、
桜
が
満
開
に
な
る
頃
に
着

き
ま
し
た
が
、
先
輩
の
話
に
ぴ
っ

た
り
す
る
所
で
し
た
。
し
か
し
、

２
年
間
の
生
活
は
そ
う
で
は
な

か
っ
た
で
す
。
デ
パ
ー
ト
の
よ
う

な
現
代
的
な
も
の
は
な
い
反
面
、

人
間
的
な
温
か
さ
、
余
裕
そ
し
て

心
豊
か
さ
が
あ
り
、
年
寄
り
の
元

気
さ
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
三

隅
で
は
新
し
い
家
族
が
で
き
、
現

地
調
査
で
飯
南
町
に
行
っ
た
時
に

も
わ
ざ
わ
ざ
上
司
に
お
礼
の
挨
拶

に
来
て
い
た
だ
い
た
ほ
ど
、
親
切

な
人
た
ち
で
し
た
。
何
よ
り
も
、

韓
日
の
文
化
交
流
も
で
き
て
、
い

つ
行
っ
て
も
い
い
家
が
あ
る
と
い

う
こ
と
が
、
私
に
は
一
番
の
心
の

支
え
で
あ
っ
て
、
宝
物
と
し
て
い

つ
ま
で
も
残
る
と
思
い
ま
す
。
浜

田
の
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

三隅の家族

　

３
月
19
日
㈪
、
総
合
政
策
学
部

２
０
０
人
が
卒
業
証
書
を
胸
に
学

舎
を
巣
立
ち
ま
し
た
。
宇
野
重
昭

学
長
の
は
な
む
け
の
こ
と
ば
に
、

卒
業
生
総
代
の
坂
口
佳
子
さ
ん
が

大
学
生
活
を
さ
さ
え
て
く
れ
た
多

く
の
人
た
ち
へ
の
感
謝
の
気
持
ち

を
述
べ
ま
し
た
。

　

大
学
院
学
位
記
授
与
式
で
は
、

北
東
ア
ジ
ア
研
究
科
博
士
後
期

課
程
１
人
、
同
前
期
課
程
３
人
、

開
発
研
究
科
７
人
の
計
11
人
の
修

了
生
に
学
位
記
が
授
与
さ
れ
、
博

士
号
が
授
与
さ
れ
た
張
紹
鐸
さ
ん

（
中
国
出
身
）
が
修
了
生
を
代
表
し

て
、
日
本
、
北
東
ア
ジ
ア
並
び
に

全
世
界
に
貢
献
で
き
る
よ
う
に
努

力
す
る
と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

併
せ
て
、
他
の
学
生
の
範
と
な

る
活
動
を
し

た
卒
業
生
２

人
と
２
団
体

に
「
島
根
県

立
大
学
賞
」

の
授
与
も
行

わ

れ

ま

し

た
。

す
る
多
く
の

人
た
ち
か
ら

コ
メ
ン
ト
を

も
ら
い
、
活

発
に
意
見
交

換
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
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①
福
祉
住
環
境
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

検
定(

第
18
回)

試
験
日　

７
月
８
日
㈰ 

受
付
期
間

　

４
月
24
日
㈫
〜
５
月
25
日
㈮

　

（
団
体
は
２
日
前
に
締
め
切
り
）

料　

２
級　

６
、３
０
０
円

　
　

３
級　

４
、２
０
０
円

②
ビ
ジ
ネ
ス
実
務
法
務
検
定(

第
21

回)

試
験
日　

７
月
１
日
㈰

受
付
期
間

　

４
月
17
日
㈫
〜
５
月
18
日
㈮

　

（
団
体
は
２
日
前
に
締
め
切
り
）

料　

２
級　

６
、３
０
０
円

　
　

３
級　

４
、２
０
０
円

③
簿
記
検
定(
第
１
１
６
回)

試
験
日　

６
月
10
日
㈰

受
付
期
間　

５
月
11
日
㈮
ま
で

料　

１
級　

７
、５
０
０
円

　
　

２
級　

４
、５
０
０
円

　
　

３
級　

２
、５
０
０
円

　
　

４
級　

１
、６
０
０
円

④
販
売
士
検
定
３
級(

第
60
回)

試
験
日　

７
月
14
日
㈯

受
付
期
間

　

５
月
14
日
㈪
〜
６
月
21
日
㈭

料　

４
、０
０
０
円

申
・
問　

①
②
検
定
セ
ン
タ
ー(

☎ 

３
９
８
９
‐
０
７
７
７
、
土

日
・
祝
日
を
除
く
午
前
10
時
〜
午

後
７
時)

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
登
録

http
:/
/
w
w
w
.kentei.o

rg/

　

③
④
浜
田
商
工
会
議
所

(

☎

３
０
２
５)

平
成
19
年
度

浜
田
商
工
会
議
所
検
定
試
験

　

親
子
で
一
緒
に
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し

ん
だ
り
情
報
交
換
を
し
た
り
し
て
、

充
実
し
た
子
育
て
体
験
を
し
ま
せ
ん

か
。
仲
間
を
作
り
、
み
ん
な
で
子
育

て
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

対
象　

就
園
前
ま
で
の
親
子

日　

主
に
毎
週
月
曜
日

　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

場　

周
布
公
民
館

料　

前
期
（
４
〜
９
月
）

　
　
　
　

１
、０
０
０
円

申
・
問　

周
布
公
民
館

　

（
☎

０
０
５
８
）

キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ
会
員

平
成
19
年
度　

ひ
ま
わ
り
広
場
会
員

　

原
井
幼
稚
園
で
は
、
子
育
て
支
援

活
動
と
し
て
園
舎
・
園
庭
を
開
放
し

て
い
ま
す
。
今
年
度
も
、
会
員
を
募

集
し
て
よ
り
親
睦
を
深
め
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
親
子
で
友
達
を
作

り
、
楽
し
く
子
育
て
を
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

対
象　

未
就
園
児
・
在
園
児
親
子

　

（
必
ず
保
護
者
同
伴
）

日　

入
会
顔
合
わ
せ
会　

４
月
26
日

㈭　

午
後
２
時
10
分
〜

　

園
の
開
放　

毎
週
木
曜
日　

午
後

２
時
10
分
〜
４
時
10
分
（
園
の
都

合
で
開
放
で
き
な
い
場
合
も
あ
り

ま
す
。）

場　

原
井
幼
稚
園

料　

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
に
加
入

（
子
ど
も
１
人
５
０
０
円
）
し
、

イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す
る
際
に
は
、

子
ど
も
１
人
１
０
０
円
を
負
担

し
て
も
ら
い
ま
す
。　

※　

駐
車
場
は
、
各
自
で
確
保
し
て

く
だ
さ
い
。

申
・
問　

原
井
幼
稚
園　

　

（
☎

０
０
７
６
）

浜
田
母
親
ク
ラ
ブ
参
加
者

　

季
節
の
行
事
を
お
り
こ
み
な
が
ら

自
然
に
触
れ
た
り
、
時
に
は
講
師
を

招
い
て
学
ん
だ
り
し
ま
す
。

　

今
年
も
バ
ス
遠
足
や
消
防
署
見
学

な
ど
楽
し
い
企
画
が
盛
り
だ
く
さ
ん

で
す
。
子
育
て
真
っ
最
中
の
お
母
さ

ん
、
親
子
で
楽
し
み
な
が
ら
お
友
達

を
作
り
ま
せ
ん
か
。

対
象　

０
歳
〜
就
学
前
の
子
ど
も
と

母
親

日　

毎
月
第
２
・
４
火
曜
日

　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

　

初
回　

４
月
24
日
㈫

場　

浜
田
公
民
館

料　

年
会
費
２
、０
０
０
円

　
(

半
期
１
、０
０
０
円)

申
・
問　

浜
田
公
民
館

　

(
☎
・
FAX

９
３
５
８)　

　

ピ
ッ
コ
ロ
隊
は
、
長
浜
幼
稚
園
の

施
設
な
ど
を
開
放
し
て
も
ら
い
、
親

子
が
共
に
集
い
、
交
流
会
や
園
の
諸

行
事
へ
の
参
加
・
遊
び
・
お
し
ゃ

べ
り
な
ど
を
楽
し
み
な
が
ら
、
楽
し

く
子
育
て
を
し
て
い
る
サ
ー
ク
ル
で

す
。

対
象　

就
学
前
ま
で
の
親
子
（
保
護

者
同
伴
に
限
る
）

日　

入
隊
式 

４
月
27
日
㈮ 

午
前
10

時
〜
、
園
の
開
放　

毎
週
月
〜

金
曜
日　

午
前
10
時
〜
11
時
30

分
※　

月
１
回
お
し
ゃ
べ
り
会
も
開
催

し
ま
す
。

料　

１
家
族

　

年
会
費
１
、０
０
０
円

申
・
問　

長
浜
幼
稚
園

　

（
☎

０
５
７
５
）

平
成
19
年
度　

ピ
ッ
コ
ロ
隊

INFORMATION　　　INFORMATION　　　INFORMATION　　　INFORMATION　　　INFORMATION　　　INFORMATION
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ス
ポ
ー
ツ
少
年
団　

団
員

　

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
で
は
、
ス
ポ
ー

ツ
を
通
し
て
、
健
康
な
心
と
体
を
養

い
、
多
く
の
友
達
を
つ
く
る
こ
と
を

目
的
に
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
成
人
１
人
以
上
の
指
導
者

と
小
学
生
10
人
以
上
集
ま
れ
ば
、
新

規
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
と
し
て
登
録

で
き
ま
す
。

問　

活
動
内
容
・
申
し
込
み
に
つ
い

て　

左
表
の
各
団
の
連
絡
先
へ

　

新
規
設
立
に
つ
い
て　

教
育
委
員

会
内
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
本
部
事
務

局
（
☎
本
庁
内
線
４
５
８
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
海
岸
清
掃

日　

４
月
28
日
㈯

　

午
前
７
時
30
分
〜(

１
時
間
程
度)

集
合
場
所　

ア
ク
ア
ス
前
駐
車
場

清
掃
場
所　

ア
ク
ア
ス
前
海
岸
一
帯

※　

少
雨
決
行
。
参
加
し
た
人
に
、 

サ
ポ
ー
ト
通
貨[

神
楽]

を
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
対
価
と
し
て
進
呈
し
ま

す
。

問　

牛
尾
さ
ん(

☎
０
９
０-

８
２
４
４

-

９
４
２
９)

「
全
国
豊
か
な
海
づ

く
り
大
会
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
市
民

１
０
０
０
人
の
会
」

募
集
住
宅　

あ
さ
ひ
イ
ン
タ
ー
ハ
イ

ツ
３
号
棟(

２
Ｌ
Ｄ
Ｋ)

建
設
年
度　

平
成
18
年
度

戸
数　

10
戸

家
賃
の
月
額　

３
６
、０
０
０
円

所
在
地　

旭
町
丸
原

受
付
期
間　

４
月
16
日
㈪
〜
25
日
㈬

応
募
資
格　

・
自
ら
居
住
す
る
た
め
に
住
宅
を
必

要
と
す
る
人

・
現
に
同
居
し
、
ま
た
は
同
居
し
よ

う
と
す
る
親
族
が
い
る
こ
と

・
月
額
所
得
が
20

万
円
以
上

60
万
１
千
円
以
下
で
あ
る
世
帯

敷
金　

家
賃
の
月
額
の
３
月
分

※　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問　

旭
支
所
建
設
課

　

（
☎

１
４
３
７
）

特
定
公
共
賃
貸
住
宅

入
居
者

第
４
回
ど
ろ
ん
こ

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

参
加
チ
ー
ム

対
象　

小
学
生
（
高
学
年
）
以
上

で
遊
び
心
と
健
康
に
自
信
の
あ
る

人
・
家
族
、
職
場
、
友
人
、
学
生

な
ど
ど
な
た
で
も

日　

６
月
３
日
㈰

　

集
合　

午
前
８
時

　

競
技
開
始　

８
時
30
分

場　

周
布
小
学
校
校
庭
側
水
田
（
前

回
と
は
場
所
が
変
更
に
な
り
ま
し

た
。）

定　

先
着
48
チ
ー
ム

チ
ー
ム
編
成

　

１
チ
ー
ム
４
人(

男
女
混
成
歓
迎)

　

６
人
ま
で
登
録
可
能

料　

１
チ
ー
ム
３
、０
０
０
円

申
・
問　

周
布
公
民
館

　

(

☎

０
０
５
８)

団　　名 連 絡 先 TEL 練　習　場　所 練　習　日

長 沢 剣 道 渡辺　哲彦 3168
石見小学校体育館 月・木・土

浜 田 剣 道 伊藤十三生 0565

有 福 剣 道 花手　政勝 2411 有福小学校体育館 水・土

長 浜 剣 道 長見　邦尚 1070 長浜小学校体育館 木・日

上 府 剣 道 市野　不盡 1078 上府小学校体育館 木・土

浜 田 市 野 球 三浦　　聡 2140 松原小学校校庭

土・日・祝
国 府 野 球 中村　建二 ㉘ 0681 旧国府中学校校庭

美 川 野 球 畑本　康友 3755 農村広場（内村町）

西 部 野 球 河内　昭司 0385 周布小学校校庭

国 府 バ レ ー 宮田　　徹 1656 国府小学校体育館 火・土

周 布 バ レ ー 熊谷一二三 3364 周布小学校体育館 水・日

浜 田 テ コ ン ド ー 田淵　　裕 0941

石見公民館 火

周布公民館 水

県立石見武道館 金

浜 田 中 央
（ソフトボール）

川辺　孝之 4807 原井小学校校庭

土・日
雲雀丘男子ソフトボール

中　　修二 5336 雲雀丘小学校
雲雀丘女子ミニバスケットボール

浜田スケートクラブ 渡辺　　明 7997 サン・ビレッジ浜田（開館時） 火・金・日

金 城 野 球 福原　祐司 2380 金城運動広場多目的広場 水・土・日・祝

波佐（バドミントン） 大西　英和 0139 波佐小学校体育館 金

久 佐 剣 心 会 山本由美子 1208 久佐公民館 月・火・木・金

くもぎレモンズ（バレー） 木原　雅秀 0289 ふれあいジム・かなぎ 火・木・土

金 城 サ ッ カ ー 佐々原洋道 0713 金城運動広場テニスコート 水・金

三 隅 柔 道 平川　隆夫 2648 三保公民館体育館 月・水・金

三 隅 剣 道 原　　英二 0409 三隅小学校体育館 木・土

三 隅 少 年 野 球 佐々木勝志 1289
田ノ浦公園青少年研修広場
ソフトボール場

土・日・祝

スポーツ少年団一覧表
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19 広報はまだ：平成19年４月15日号 日　=日時　場　=場所　定　=定員　料　=料金　申　=申込先　応　=応募先　問　=問い合わせ先

　

小
学
生
の
心
身
の
発
達
を
考
慮
し

な
が
ら
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
通
じ
団

体
ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し
さ
を
理
解
し
て

も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
た
教
室
を

開
催
し
ま
す
。

対
象　

市
内
在
住
の
小
学
生

場　

三
階
小
学
校
体
育
館
、
原
井
小

学
校
体
育
館
、
県
立
体
育
館

料　

年
会
費　

５
、０
０
０
円

　
　

保
険
料　

  

５
０
０
円

申
・
問　

市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟

　

白
瀬
亘
さ
ん
（
美
川
浄
水
場
☎
㉗

０
６
９
０
）、
金
岡
敬
子
さ
ん（
中

川
商
会
☎
㉒
１
８
７
３
）

小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室

平
成
19
年
度

県
立
石
見
武
道
館

前
期
ス
ポ
ー
ツ
教
室

　

健
康
保
持
増
進
と
体
力
つ
く
り
を

図
り
、
武
道
を
は
じ
め
と
す
る
各

種
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
振
興
を
目
的
と

し
、
ス
ポ
ー
ツ
教
室
を
開
設
し
ま

す
。

開
設
期
間

　

５
月
11
日
㈮
〜
10
月
17
日
㈬

指
導
者

  

県
立
石
見
武
道
館
職
員

  

委
嘱
講
師

使
用
料

　

一
般　
　

５
、２
０
０
円

　

大
学
生　

４
、２
０
０
円

　

小
・
中
・
高
校
生

　
　

週
２
回
課
程　

４
、０
０
０
円
、

　
　

週
１
回
課
程　

２
、５
０
０
円

　

親
子　
　

６
、２
０
０
円

受
付
開
始
日

　

４
月
７
日
㈯　

午
後
１
時
〜

※　

定
員
な
り
次
第
締
め
切
り
ま

す
。

申
・
問　

県
立
石
見
武
道
館

　

（
☎

７
１
７
０
）

教  室  名 募集対象 募集人員 曜日 時    間 開講日

剣　道
小学生男女
中学生男女

60人 火・木 午後６時30分～８時
5月15日
㈫

かんたんエ
アロビクス

一般女性 30人 水 午前10時～11時30分

5月16日
㈬

レクリエーションス
ポーツラージボール
卓球

一般男女 35人 水
午後１時30分～３時
30分

柔　道
小学生男女
中学生男女

60人 水・金 午後６時30分～８時

親子３Ｂ体操
１歳前後か
ら入園前幼
児と保護者

50組
(100人)

木 午前10時～11時30分
5月17日
㈭

レスリング
小学生男女
中学生男女

30人 木 午後６時30分～８時

フレッシュ
アップ３Ｂ

一般男女 20人 金  午前９時30分～11時
5月11日
㈮

居
い

合
あい

道
どう 小学４年生

以上の男女
20人 金 午後６時30分～８時30分

気功・太極拳 一般男女 30人 土 午後６時30分～８時
5月12日
㈯

浜
田
ジ
ュ
ニ
ア

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
教
室

　

教
室
で
は
、「
明
る
く
・
楽
し
く
・

元
気
よ
く
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
県
立

大
学
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
、
基
本
技

術
の
指
導
を
行
い
ま
す
。

日　

毎
週
土
曜
日

　

午
後
２
時
〜
５
時　

場　

県
立
大
学
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

申
・
問　

市
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
連
盟

河
上
康
斉
さ
ん(

☎
０
９
０
‐

４
６
９
３
‐
０
９
１
３)

　

み
ん
な
で
楽
し
く
踊
り
ま
し
ょ

う
。
今
か
ら
始
め
た
い
人
、
気
軽
に

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
年
齢
は
問

い
ま
せ
ん
。

日　

毎
月
第
１
・
２
土
曜
日
（
予
定
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
２
時
30
分

場　

市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

料　

月
１
、０
０
０
円
（
２
回
分
）

申
・
問　

森
田
さ
ん

　

（
☎

２
２
１
０
）

健
康
フ
ラ
ダ
ン
ス

対
象　

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
と
し
て
福

祉
に
貢
献
す
る
熱
意
が
あ
り
、
全

日
程
出
席
で
き
る
人

日　

７
月
２
日
㈪
〜
８
月
31
日
㈮ 

(

土
・
日
除
く)

場　

浜
田
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
カ
レ
ッ
ジ

（
浅
井
町
）

定　

先
着
30
人

料　

３
８
、０
０
０
円

　

(

テ
キ
ス
ト
代
を
含
む)

申
込
方
法　

電
話
で
受
付
を
し
、
そ

の
後
受
講
料
を
持
参
し
て
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

申
・
問　

浜
田
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
カ

レ
ッ
ジ　

(

☎

７
１
３
０
、
FAX

７
１
４
５)

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級
研
修

環
境
影
響
評
価
方
法
書
の

縦
覧
に
つ
い
て

　

㈱
グ
リ
ー
ン
パ
ワ
ー
浜
田
で
は
、

市
内
金
城
町
、
弥
栄
町
に
ま
た
が
る

山
間
部
に
風
力
発
電
所
の
建
設
を
計

画
し
て
い
ま
す
。
事
業
実
施
に
向
け

た
諸
手
続
の
一
環
と
し
て
環
境
影
響

評
価
に
関
す
る
方
法
書
の
縦
覧
を
次

の
と
お
り
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

　

方
法
書
の
内
容
に
関
し
て
の
意
見

書
は
事
業
者
ま
で
郵
送
、
ま
た
は
縦

覧
場
所
に
設
置
し
て
あ
る
意
見
書
箱

に
投
函
し
て
く
だ
さ
い
。
電
話
に
よ

る
問
い
合
わ
せ
は
し
ま
せ
ん
。

縦
覧
期
間　

４
月
27
日
㈮
ま
で

意
見
書
受
付
期
間

　

５
月
11
日
㈮　

午
後
５
時
ま
で

場　

市
役
所
本
庁
企
画
課
、
各
支
所

　

自
治
振
興
課
（
弥
栄
支
所
は
総

務
課
）

問　

㈱
グ
リ
ー
ン
パ
ワ
ー
浜
田

　

坂
井
田
さ
ん

　

（
〒
１
０
０
‐
０
０
１
４　

東
京

都
千
代
田
区
永
田
町
２
‐
９
‐

６
十
全
ビ
ル
４
０
１
）
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も
の
づ
く
り
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
事
業

　

も
の
づ
く
り
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
事

業
は
、
市
の
産
業
振
興
・
雇
用
拡
大

を
目
的
に
新
製
品
や
新
技
術
の
開
発

な
ど
〝
も
の
づ
く
り
〞
を
支
援
す
る

補
助
制
度
で
す
。

対
象　

市
内
に
主
た
る
事
業
所
（
住

所
）
を
有
す
る
企
業
、
団
体
ま
た

は
個
人
申
請
方
法　

所
定
の
申
請

書
を
産
業
企
画
課
・
各
支
所
産
業

課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
書　

産
業
企
画
課
・
各
支
所
産

　

業
課
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

サン・ビレッジ浜田から

氷上運動会で遊びませんか

　イスソリリレー、大玉ころがし、風船運び、玉入れ

などを行います。参加者には終了後プレゼントがありま

す。また、希望者は無料でスケートができます。(指導

付)

対象　４歳～６歳児の部

　　　小学生１・２年生の部

日　４月28日㈯　午前10時～11時

定　各20人

料　無料

申込方法　４月16日㈪　午前11時から電話またはＦＡＸ

で申し込んでください。

第３回サン･ビレッジ浜田杯フィギュアスケート大会

　県内外から50人が出場します。

日　４月22日㈰　午前８時30分～午後１時

料　観覧無料

※　当日の一般滑走は午後１時30分から午後７時まで。

カーリング体験しませんか

日　毎週月・木曜日　午後８時～10時

料　有料

※　詳しくは、お問い合わせください。

スケート滑走料無料ＤＡＹ

対象　中学生以下

日　５月３日㈷～５日㈷

　午前９時～午後７時

料　貸靴料４００円が必要です。

今シーズンのスケートは５月６日㈰までです。

申・問　サン・ビレッジ浜田

　(☎・FAX １３００)

日　

４
月
30
日
㈪
ま
で

　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

　

(

日
曜
・
祝
日
を
除
く)

場　

ひ
だ
ま
り
ふ
っ
く
ら(

新
町)

料　

無
料

問　

ひ
だ
ま
り
ふ
っ
く
ら

　

(

☎
・
FAX

１
３
５
７)

申
請
期
限　

５
月
14
日
㈪

審
査　

審
査
委
員
会
（
５
月
下
旬
開

催
）
で
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

区　分 補助率 限度額 対象経費

新製品・新
技術の開発

2/3 100万円
開発などによ係る
経費（機械などの
購入費は除く）

新製品の販
路拡大

1/2 50万円
市場調査費な
どの販路拡大
に係る経費

特許などの
取得

1/2 20万円
申請などに係
る経費

補助率など

就
職
フ
ェ
ア
し
ま
ね
（
春
期
）

　

県
内
企
業
に
よ
る
面
接
お
よ
び
情

報
提
供
、
適
職
自
己
検
索
、
資
料
展

示
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

就
職
活
動
に
役
立
つ
「
就
職
活
動

支
援
セ
ミ
ナ
ー
」
を
行
い
ま
す
。

対
象　

平
成
20
年
３
月
大
学
・
短
期

大
学
・
高
等
専
門
学
校
・
各
種
専

門
学
校
な
ど
の
卒
業
予
定
者
（
平

成
19
年
３
月
卒
業
後
、
未
就
職
者

も
含
む
）、
県
内
に
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー

ン
を
希
望
す
る
人

日　

４
月
30
日
㈪　

セ
ミ
ナ
ー　

午

前
10
時
30
分
〜
正
午
、
面
接
会
な

ど　

午
後
１
時
〜
４
時

場　

い
わ
み
ー
る

問　

㈶
ふ
る
さ
と
島
根
定
住
財
団

　

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
し
ま
ね

　

(

☎
０
８
５
２

０
６
９
１)

　

市
が
移
転
保
存
し
た
歴
史
的
建
造

物
「
御
便
殿
」
を
資
料
館
と
し
て
整

備
し
、
浜
田
城
や
浜
田
藩
関
係
の
資

料
な
ど
多
く
の
貴
重
な
文
化
財
を
保

存
活
用
し
て
、
後
世
に
伝
え
る
た
め

の
浜
田
城
資
料
館
建
設
期
成
同
盟
会

が
発
足
し
ま
す
。

　

発
足
式
と
あ
わ
せ
て
記
念
講
演
会

を
開
催
し
ま
す
。

演
題　

文
化
財
を
活
か
し
た
地
域
づ

く
り

講
師　

川
原
和
人
さ
ん
（
県
立
埋
蔵

文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー
）

日　

４
月
26
日
㈭

　

午
後
２
時
〜
３
時
40
分

場　

浜
田
公
民
館

料　

無
料

問　

教
育
委
員
会
文
化
振
興
課
文
化

財
係
（
☎
本
庁
内
線
４
６
５
）

浜
田
城
資
料
館
建
設
期
成

同
盟
会
発
足
式
と

記
念
講
演
会

サ
ロ
ン
ひ
だ
ま
り
ふ
っ
く
ら

　

健
康
で
楽
し
い
老
後
を
過
ご
す
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
る
会
員
制
サ
ロ

ン
で
す
。

　

年
齢
・
性
別
・
障
害
の
有
無
に
関

係
な
く
、
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
が
主

体
と
な
っ
て
行
う
サ
ロ
ン
活
動
の
場

で
す
。

日　

毎
週
月
〜
土
曜
日

　

(

祝
日
を
除
く)

　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

場　

ひ
だ
ま
り
ふ
っ
く
ら(

新
町)

料　

年
会
費
１
２
、０
０
０
円

※　

会
員
制
で
す
が
、
会
員
に
な
る

か
ど
う
か
は
、
サ
ロ
ン
活
動
に
参

加
し
て
か
ら
決
め
て
も
構
い
ま
せ

ん
。

健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン
教
室

日　

毎
週
月
・
木
・
土
曜
日　

午
後

手
編
み
物
教
室

日　

水
曜
日　

午
後(

月
３
回)

※　

ほ
か
に
も
教
室
や
催
事
な
ど
を

行
い
ま
す
。

問　

ひ
だ
ま
り
ふ
っ
く
ら

　

(

☎
・
FAX

１
３
５
７)

水
彩
画
展
（
斗
光
和
男
さ
ん
の
作
品
）

の
上
、
決
定
し
ま
す
。

申
・
問　

産
業
企
画
課

　

（
☎
本
庁
内
線
４
１
５
、４
１
６
）
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第
5
回
史
跡
ウ
ォ
ー
ク

　

唐
谷
坂
保
存
会
で
は
、
唐
谷
坂
ほ

か
浜
田
の
史
跡
を
中
国
自
然
歩
道
な

ど
を
利
用
し
、
良
い
季
節
の
月
例
探

訪
を
行
い
ま
す
。

日　

４
月
18
日
㈬ 
午
前
９
時
に
城

山
案
内
板
前
に
集
合
。
城
山
周
辺

路
を
11
時
頃
ま
で
散
策
し
ま
す
。

日　

４
月
29
日
㈷ 

午
前
９
時
に
松

原
厳
島
神
社
裏
の
広
場
に
集
合
。
外

ノ
浦
の
史
跡
を
11
時
頃
ま
で
散
策
し

ま
す
。

料　

１
０
０
円
程
度
（
資
料
代)

※　

雨
天
中
止
。
杖
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

申
・
問　

島
根
県
観
光
連
盟
ふ
る
さ

と
案
内
人 

古
谷
さ
ん

　

(

☎
・
FAX

８
１
３
５)

ス
プ
リ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト

in
は
ま
だ

日　

４
月
22
日
㈰　

　

午
後
１
時
〜
４
時
30
分

場　

石
央
文
化
ホ
ー
ル

料　

無
料
（
入
場
整
理
券
が
必
要
）

出
演
者　

陸
上
自
衛
隊
第
13
音
楽

隊
、
江
津
高
等
学
校
、
浜
田
高
等

学
校
、
浜
田
商
業
高
等
学
校

問　

自
衛
隊
島
根
地
方
協
力
本
部
浜

　

田
出
張
所
（
☎

１
３
３
４
）

アクアスから
（☎㉘３９００）

海の生物教室

「海藻おしばを作ろう」

　春の海で、海藻を探そう！見つけた海藻を

おしばにして、カードやしおりを作るよ！

日　４月22日㈰

　午前10時～午後３時

「磯の生物～見つけ方と飼い方～」

　春の海で、生き物を探して、自分だけのオ

リジナル水族館を作ろう。

日　５月13日㈰

　午前10時～午後３時

対象　どなたでも

定　各30人

※　申し込みが必要です。

特別展「突撃！お宅拝見!!」

～様々なすみかでくらす生き物たち～

　海の生き物たちは、どのようなすみかを見

つけて生活しているのでしょうか。元々ある

場所を快適なすみかとして利用するもの、自

分の力ですみかを作り上げるもの、状況に応

じて引越しをするもの…。どこで生活するか

は生き物にとってとても重要です。

　今回の特別展では、いろいろな工夫や

ちょっとユニークなすみかを紹介します。

日　４月21日㈯～６月18日㈪

　午前９時～午後５時

場　３階　特別展示室

料　入館料に含む

　

ご
厚
志
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。（
敬
称
略
）

◎
地
域
振
興
基
金
へ　

▽
津
摩
町　

藏
地
ひ
と
み　

表
田
健
吾

◎
自
治
会
な
ど
へ　

○
大
辻
２
＝
▽

大
辻
町　

吉
田
悦
男　

○
唐
鐘
＝
▽

国
分
町　

島

ス
ヱ
コ　

槇
野
義
昭

○
唐
鐘
７
＝
▽
国
分
町　

槇
野
義
昭

○
唐
鐘
８
＝
▽
国
分
町　

島

ス
ヱ

コ　

○
内
田
下
内
田
１
＝
▽
神
奈
川

県
綾
瀬
市　

藤
原
昇
二　

○
殿
町
８

＝
▽
殿
町　

沖
田
旺
治　

沖
田
伸
治

沖
田
泰
治　

○
熱
田
８
＝
▽
熱
田
町

澁
谷
博
仁　

○
下
府
＝
▽
下
府
町　

花
浦
則
雄　

○
下
府
２
＝
▽
下
府
町

花
浦
則
雄　

○
津
摩
＝
▽
津
摩
町　

表
田
健
吾

◎
公
民
館
な
ど
へ　

○
長
浜
＝
▽
熱

田
町　

平
野
良
正　

○
美
川
＝
▽
横

山
町　

迫
本
定
展　

○
唐
鐘
＝
▽
国

分
町　

島

ス
ヱ
コ　

槇
野
義
昭　

○
日
脚
＝
▽
日
脚
町　

下
野
久
太
郎

○
久
代
＝
▽
久
代
町　

佐
々
木
清
治

◎
ケ
ア
ハ
ウ
ス
美
川
へ　

▽
熱
田
町

澁
谷
博
仁　
　
　

◎
美
川
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
へ

▽
横
山
町　

迫
本
定
展　
　
　

◎
緑
ヶ
丘
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

へ　

▽
久
代
町　

佐
々
木
清
治　

◎
さ
ざ
ん
か
へ　

▽
殿
町　

沖
田
旺

治　◎
た
ん
ぽ
ぽ
の
里
へ　

▽
久
代
町　

佐
々
木
清
治　

▽
熱
田
町　

澁
谷
博

仁◎
自
治
会
な
ど
へ　

○
上
府
三
宅
＝

▽
上
府
町　

三
浦
ミ
ツ
ヱ

◎
公
民
館
な
ど
へ　

○
浜
田
＝
▽
浅

井
町　

飴
田
明
子

◎
あ
お
ぞ
ら
へ　

▽
瀬
戸
見
町　

池

田
哲
幸　
　
　

◎
美
川
苑
へ　

▽
東
大
阪
市　

宏
澄　
　
　

◎
松
風
園
へ　

▽
吉
田
先
生
音
楽
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会　

▽
バ
ル
ナ
バ
保

育
園　

▽
浅
井
町　

後
藤
玲
子

香
典
返
し

そ
の
他
寄
付

ふ
る
さ
と
体
験
村
春
ま
つ
り

　

毎
年
恒
例
の
「
ふ
る
さ
と
体
験
村

春
ま
つ
り
」
を
開
催
し
ま
す
。
集

落
出
店
コ
ー
ナ
ー
、
ヤ
マ
メ
釣
り
堀

コ
ー
ナ
ー
、特
産
品
販
売
、石
見
神
楽

上
演
ほ
か
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
だ
く
さ

ん
で
す
。
ま
た
、
全
国
ど
ぶ
ろ
く
コ

ン
テ
ス
ト
で
最
優
秀
賞
に
輝
い
た
、

ど
ぶ
ろ
く
「
弥い

や

盛し
ろ

」
も
味
わ
え
ま
す
。

　

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
は
、
ふ
る

さ
と
体
験
村
で
里
山
の
春
を
満
喫
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

日　

５
月
４
日
㈷
（
雨
天
決
行)

　

午
前
10
時　

午
後
３
時

場　

ふ
る
さ
と
体
験
村

　

(

弥
栄
町
三
里)

※　

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
お
よ
び
出

店
の
申
し
込
み
は
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問　

㈶
ふ
る
さ
と
弥
栄
振
興
公
社

　

(

☎
48
２
６
１
２)

〜
午
後
４
時
30
分

　

29
日
㈷　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

場　

サ
ン
マ
リ
ン
浜
田

料　

無
料

問　

渡
辺
さ
ん

　

（
☎

０
２
１
２
・
松
原
小
）

第
21
回
浜
田
え
び
ね
会

え
び
ね
展

　

会
員
愛
培
え
び
ね
の
余
剰
苗
の

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
即
売
も
行
い
ま
す
。

日　

４
月
28
日
㈯　

午
前
９
時
30
分
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人　口（３月末現在）
（単位 : 人）

世 帯 男 女 総 数

浜　田 19,360 21,240 23,817 45,057

金　城 1,897 2,447 2,614 5,061

旭 1,201 1,374 1,624 2,998

弥　栄 728 768 864 1,632

三　隅 2,850 3,450 3,847 7,297

合　計 26,036 29,279 32,766 62,045

浜田市世界こども美術館
浜田市野原町859-1（県立大学となり）
■開館時間…午前9時30分～午後5時
■電話…0855-23-8451
■ホームページ…http://homepage2.nifty.com/hama-b/

125　

浜
田
市
世
界
こ
ど
も
美
術
館
で

は
、
現
在
『
現
代
美
術
の
遊
園
地
』

展
を
開
催
中
で
す
。

　

本
展
は
、〝
遊
園
地
〞
と
い
う
キ
ー

ワ
ー
ド
を
も
と
に
、
現
代
美
術
作
品

約
20
点
を
展
示
し
て
い
ま
す
。
乗
り

込
ん
だ
り
、
動
か
し
た
り
、
く
ぐ
っ

た
り
と
す
べ
て
の
作
品
は
、
体
験
型

の
作
品
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ハ
ン
カ
チ
を
つ
な
ぎ
あ
わ
せ
て
で

き
た
ド
ー
ム
状
の
作
品
は
な
ん
と
10

ｍ
も
あ
り
、
中
を
ゆ
っ
く
り
歩
く
と

楽
し
い
仕
掛
け
が･･･

。

　

ま
た
、
音
や
映
像
の
不
思
議
を
体

験
で
き
る
作
品
、
鉄
で
で
き
た
滑
り

台
風
の
作
品
な
ど
、
ユ
ニ
ー
ク
な
作

品
が
登
場
！

　

会
期
中
に
は
、
出
品
作
家
に
よ
る

公
開
制
作
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど

を
企
画
し
て
お
り
、
盛
り
だ
く
さ
ん

の
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

年
齢
・
性
別
・
国
籍
を
問
わ
ず
、

す
べ
て
の
人
た
ち
に
楽
し
ん
で
も
ら

え
る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
ぜ
ひ
、

お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
来
館
し
て
く

だ
さ
い
。

■
会
期　

７
月
８
日
㈰
ま
で

■
観
覧
料　

一
般　

５
０
０
円

　

高
校
・
大
学
生　

３
０
０
円

　

小
学
・
中
学
生　

２
０
０
円

※　

５
月
５
日
㈷
は
、
小
・
中
学
生

の
観
覧
料
が
無
料
に
な
り
ま
す
。

５
月
の
休
館
日

　

（
月
曜
日
）

　

７
日
、
14
日
、
21
日
、
28
日

※　

５
月
１
日
㈫
は
開
館
し
ま

　

す
。

　

ど
ち
ら
の
講
座
も
初
心
者
大
歓
迎

で
す
。
気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

《
楽
し
い
陶
芸
》（
全
６
回
）

日
時　

５
月
10
日
㈭
、
11
日
㈮
、

　

17
日
㈭
、
18
日
㈮
、
６
月
14
日

㈭
、
７
月
12
日
㈭

午
後
６
時
30
分
〜
９
時

定
員　

先
着
15
人

受
講
料　

４
、０
０
０
円

講
師　

岡
田
容
量
さ
ん

《
趣
味
の
木
工
》（
全
６
回
）

日
時　

５
月
10
日
㈭
、
11
日
㈮
、

　

17
日
㈭
、
18
日
㈮
、
24
日
㈭
、
25

日
㈮

　

午
後
６
時
30
分
〜
９
時

定
員　

先
着
15
人

受
講
料　

６
、０
０
０
円

講
師　

向
原
洋
二
さ
ん

教
材　

椅
子
を
つ
く
り
ま
す
。

申
込
方
法　

い
ず
れ
も
、
４
月
17
日

㈫
か
ら
電
話
で
受
付
ま
す
。

５
月
の
イ
ベ
ン
ト

■
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
クス

ペ
シ
ャ
ル

《
カ
ラ
フ
ル
せ
っ
け
ん
》

　

か
わ
い
い
カ
ラ
フ
ル
せ
っ
け
ん
を

つ
く
ろ
う
！
飾
っ
て
も
、
石
鹸
と
し

て
使
っ
て
も
い
い
よ
。

◎
５
月
３
日
㈷
〜
６
日
㈰

●
材
料
費　

ひ
と
り
３
０
０
円

●
時
間　

午
前
11
時
〜
午
後
４
時

■
ホ
リ
デ
ー
創
作
活
動

《
グ
ニ
ョ
ッ
ピ
ー
誕
生
》

　

風
船
に
小
麦
粉
を
つ
め
た
ら
、
グ

ニ
ョ
グ
ニ
ョ
の
不
思
議
物
体
が
誕
生

す
る
よ
。

◎
５
月
12
日
㈯
、
13
日
㈰

●
材
料
費　

ひ
と
り
１
０
０
円

《
虹
色
ボ
ッ
ク
ス
》

　

カ
ラ
ー
セ
ロ

フ
ァ
ン
を
貼
っ

て
光
に
か
ざ
す

と
虹
が
み
え
る

よ
。

◎
５
月
19
日
㈯
、

　

20
日
㈰

●
材
料
費　

　

ひ
と
り
１
０
０
円

《
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
》

　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
で
、
お
も
ち
ゃ
を

つ
く
る
よ
。

◎
５
月
26
日
㈯
、
27
日
㈰

●
材
料
費　

ひ
と
り
２
０
０
円

●
時
間　

午
後
１
時
〜
４
時

※　

ど
の
活
動
も
当
日
受
付
で
午
後

３
時
30
分
ま
で
に
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

一
般
講
座
受
講
生
募
集




